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は
じ
め
に

　
江
戸
時
代
、
東
海
道
の
宿
場
や
街
道
に
は
名
物
と
さ
れ
る

食
べ
物
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
食
す
こ
と
は
旅
す
る
人
々
の
楽

し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
名
物
の
中
で
も
、

特
に
知
れ
渡
っ
た
の
が
桑
名
の
焼
蛤
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
焼
蛤
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
桑
名
の
城
下

に
は
な
く
、
桑
名
宿
か
ら
四
日
市
宿
へ
の
道
中
に
あ
る
伊
勢

国
朝
明
郡
小お

ぶ
け向

村
と
同
郡
東
富
田
村1

の
立た

て
ば場

（2

茶
店
）
名

物
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
歌
川
広
重
（
一
七
九
七
〜
一
八
五
八
）
が
描
く
東
海
道
の

揃
物
の
浮
世
絵
の
一
つ
『
東
海
道
五
十
三
次 

桑
名 

富
田
立

場
之
図
』（「
狂
歌
入
東
海
道
」
天
保
十
一
〈
一
八
四
〇
〉
年

刊
行
、
図
１
）
で
は
、
東
富
田
村
の
焼
蛤
を
商
う
店
先
の
風

景
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
浮
世
絵
で
東
海
道
の
揃
物
に
お
い
て
描
か
れ
る
風
景
は
、

当
該
宿
場
か
、
次
の
宿
場
ま
で
の
風
景
と
な
る
こ
と
か
ら
、

桑
名
宿
の
画
題
と
し
て
四
日
市
宿
へ
の
途
中
に
あ
る
焼
蛤
を

商
う
富
田
立
場
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
ま
す
。
こ

の
「
桑
名 

富
田
立
場
」
の
浮
世
絵
に
よ
り
、
焼
蛤
は
桑
名

の
名
物
と
い
う
印
象
を
一
層
与
え
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

小
向
村
は
現
在
の
三
重
県
三
重
郡3

朝
日
町
に
、
東
富
田

村
は
現
在
の
四
日
市
市
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
桑
名
市

と
は
異
な
る
行
政
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時

代
に
は
、
ど
ち
ら
の
村
も
桑
名
藩4

だ
っ
た
た
め
、
桑
名
の

焼
蛤
と
呼
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　
本
稿
は
、
名
物
焼
蛤
に
関
す
る
歴
史
的
な
考
証
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
、
名
物
と
な
っ
た
時
期
や
、
焼
き
方
の
工
夫

な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
富
田

と
小
向
の
焼
蛤
を
明
確
に
区
別
し
て
論
じ
る
こ
と
は
資
料
的

制
約
も
あ
り
難
し
い
こ
と
か
ら
、
特
記
す
る
も
の
を
除
き
両

者
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

桑
名
四
日
市
間
の
立
場
の
変
遷

　
焼
蛤
は
東
海
道
を
通
る
旅
人
が
賞
味
し
た
名
物
で
、
そ
れ

を
食
す
る
場
所
は
道
中
の
茶
店5

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
桑
名

宿
と
四
日
市
宿
の
間
に
あ
っ
た
立
場
に
つ
い
て
、
始
め
に
確

認
し
て
お
き
ま
す
。

　

元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
刊
の
『
東
海
道
分ぶ

ん
け
ん間

絵
図6

』

を
見
る
と
、
立
場
は
茶
屋
・
小
茶
屋7

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、

桑
名
新
町
（
街
道
の
東
側
、
以
下
同
じ
）、
大
門
（
東
側
）、

安
永
（
西
側
）、小
向
（
西
側
）、柿
（
東
側
）、松
寺
（
西
側
）、

東
富
田
（
東
側
に
二
か
所
）、三
ツ
谷
（
西
側
）、七
ツ
屋
（
東

側
）
の
九
か
村
に
あ
り
ま
す
。

　
宝
暦
二（
一
七
五
二
）年
刊
の『
桑
楊
編
東
海
道
分
間
絵
図
』

で
は
、茶
屋
で
は
な
く
立
場
の
表
記
に
変
わ
り
、小
向
、松
寺
、

東
富
田
に
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
桑
楊
編
で

は
村
名
の
右
上
に
立
場
の
表
記
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
立
場

が
街
道
の
ど
ち
ら
側
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
。

　
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
刊
の
『
増
補
東
海
道
巡
覧
記
』

で
は
、矢
田
（
下
り
立
場
）、町
屋
川
（
上
り
立
場
）、小
向
（
下

り
立
場
）、
松
寺
村
（
上
り
立
場
）、
東
富
田
村
（
上
り
下
り

立
場
）、
四
日
市
東
立
場
（
川
原
町
、
下
り
立
場
）、
四
日
市

西
立
場
（
諏
訪
前
、
上
り
下
り
立
場
）
の
七
か
村
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
京
都
へ
向
か
う
上
り
と
、
江
戸
へ
向
か
う
下
り

で
は
立
場
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
完
成
の
『
東
海
道
分
間
延の

べ
絵
図
』

で
は
、
安
永
、
小
向
、
松
寺
、
東
富
田
、
三
ツ
谷
の
五
か
村
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図 1 歌川広重「東海道五十三次 桑名 富田立場之図」四日市市立博物館蔵
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に
立
場
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
江
戸
時
代
中
頃
ま
で
は
立
場
が

上
り
下
り
で
別
々
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
時
代
が
下
る
と
、
上

り
下
り
が
同
じ
立
場
に
集
約
さ
れ
て
い
く
状
況
が
み
て
と
れ

ま
す
。

焼
蛤
を
商
っ
て
い
た
村

　
桑
名
宿
四
日
市
宿
間
の
立
場
の
場
所
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
、
次
に
焼
蛤
を
商
っ
て
い
た
場
所
（
村
）
を
確
認

し
て
お
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
焼
蛤
は
富
田
、
小
向
の
み
で

売
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

中
期
に
は
も
う
少
し
多
く
の
場
所
で
商
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
東
海
道
分
間
絵
図
』（
元
禄
三
年
）
で
は
、
桑
名
新
町
、

柿
村
、
四
日
市
宿
手
前
の
七
ツ
屋
（
後
の
川
原
町
）、
日
永

の
追
分
の
四
か
所
に
「
ち
ゃ
屋　
は
ま
ぐ
り
有
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
意
外
に
も
富
田
、
小
向
で
は
商
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
資
料
を
江
戸
か
ら
京
都

ま
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
立
場
で
蛤
を
商
っ
て
い
た
の
は
こ

の
四
か
所
だ
け
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
『
桑
楊
編
東
海
道
分
間
絵
図
』（
宝
暦
二
年
）
は
、
元
禄
三

年
版
か
ら
お
よ
そ
六
十
年
後
の
状
況
を
追
記
修
正
し
、
携
行

用
に
縮
小
し
た8

も
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
焼
蛤
を
商
う
場

所
と
し
て
東
富
田
、
小
向
の
み
を
記
し
、
そ
れ
以
外
の
場
所

に
焼
蛤
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
桑
名
の
町
中
に
も
蛤
が
あ

る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
材
料
（
貝
合
せ
の
貝
）
と

し
て
の
蛤
の
こ
と
の
よ
う
で
、
い
わ
ゆ
る
焼
蛤
で
は
な
さ
そ

う
で
す
。
逆
に
小
向
の
箇
所
に
は
「
立
バ
お
ぶ
け 

此
辺
松

村
名

東
海
道
分
間
絵
図

(

一
六
九
〇)

桑
楊
編

東
海
道
分
間
絵
図

(

一
七
五
二)

増
補
東
海
道
巡
覧
記

(
一
七
五
五)

東
海
道
分
間
延
絵
図

(

一
八
〇
六)

桑
名

（
新
町
）茶
屋 

蛤
あ
り（
東
）

町
の
中

蛤 

貝
合
の
貝
も
此
所
よ
り
出

矢
田 

下
り
立
場

矢
田
町

立
場
（
南
）

　
大
門

 

茶
屋
（
東
）

　
安
永

 

小
茶
屋
（
西
）

町
屋
川 

上
り
立
場

立
場
（
西
）

　
小
向

小
茶
屋
（
西
）

立
バ

此
辺
松
か
さ
に
て
蛤
を
や
き
て
売

下
り
立
場

字
三
軒
茶
屋

立
場
（
西
）

　
柿

茶
屋 

蛤
あ
り
（
東
）

　
松
寺

小
茶
屋
（
西
）

立
バ

上
り
立
場

立
場
（
西
）

　
東
富
田

茶
屋
二
か
所
（
共
に
東
）

立
バ

○
や
き
蛤 

○
な
ら
づ
け
香
の
物

上
り
下
り
立
場 

焼
蛤
名
物 

奈
良
漬
香
物
名
物

立
場
（
西
）

　
東
阿
倉
川

三
ツ
谷 

小
茶
屋
（
西
）

立
場
（
西
）

四
日
市

七
ツ
屋 

茶
屋 

蛤
あ
り（
東
）

東
立
場
（
川
原
町
）
下
り
立
場

　
浜
田

西
立
場
（
諏
訪
前
）
上
り
下
り
立
場

立
場
（
東
）

　
日
永

小
茶
屋
（
東
）

　
泊

一
里
塚 

小
茶
屋
（
東
）

立
バ

泊
村 

下
り
立
場

　
追
分

茶
屋 

蛤
あ
り
（
東
）

立
バ 

ま
ん
ぢ
う

追
分
村 

上
り
立
場 

饅
頭
名
物

立
場
（
東
）

表１ 立場の変遷
　桑名四日市間の立場や茶店があった場所を『東海道分間
絵図』（国立国会図書館蔵）、『桑楊編東海道分間絵図』（四
日市市立博物館蔵）、『東海道巡覧記』（国文学研究資料館
蔵）、『東海道分間延絵図』（東京美術刊）から抜き出した。

（　）や傍線は筆者。『東海道巡覧記』は絵図でないため立
場の位置は記載されず、また『桑楊編東海道分間絵図』は、
表記の統一を図るためか、村名の右上に立場と表記している。

か
さ
に
て
蛤
を
や
き
て
売
」
と
あ
り
、
東
富
田
に
は
「
立
バ

東
と
ミ
た
○
や
き
蛤
○
な
ら
づ
け
香
の
物
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
資
料
を
見
比
べ
る
と
、
十
八
世
紀
半
ば
に
蛤

を
商
う
村
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
尤
も
、

『
桑
楊
編
東
海
道
分
間
絵
図
』
は
立
場
の
表
記
に
精
粗
が
あ

る
よ
う
で
、
安
永
や
四
日
市
辺
り
の
立
場
は
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
時
期
に
立
場
が
無
か
っ
た
の
か
、
単
に
記
載
漏

れ
な
の
か
は
不
明
な
た
め
、
焼
蛤
を
商
う
立
場
も
小
向
と
東

富
田
の
み
に
な
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、こ
れ
以
降
、

幕
末
ま
で
の
記
録
類
を
見
る
と
、
焼
蛤
を
商
う
村
は
東
富
田

村
と
小
向
村
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
十
八
世
紀
半
ば

に
、
こ
の
二
か
村
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

焼
蛤
を
記
し
た
史
料

　
続
い
て
、
焼
蛤
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
資
料
の
い
く
つ
か

を
年
代
順
に
み
る
こ
と
に
し
ま
す
（
題
名
の
後
の
年
記
は
刊

行
年
又
は
完
成
年
を
表
す
、
前
述
の
資
料
は
除
く
）。
蛤
や

焼
蛤
が
時
代
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か

を
、
お
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
東
海
道
名め

い
し
よ
の
き所
記9

』
四
（
万
治
年
間
〈
一
六
五
八
〜

六
一
〉）

（
前
略
）
桑く

わ
な名
よ
り
四
日
市い

ち
ま
て
三
里
八
町

舟
や
う
〳
〵
つ
き
け
れ
ば
。
人
〳
〵
あ
が
り
ぬ
。（
中

略
）
爰

（
こ
こ
）ハ

蛤
は
ま
ぐ
りの

名
物
あ
り
。
蛤
ハ
諸
国
に
あ
れ
ど
も
。

貝か
ひ
あ
は
せ

合
の
貝か

ひ
に
な
る
ハ
。
伊
勢
は
ま
ぐ
り
に
ま
さ
る
事
な

し
夫ふ

ぼ
く木

和
歌
集し

う
に
西
行
ほ
う
し
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今
そ
し
る
二ふ
た
ミ見
の
浦
の
蛤

は
ま
ぐ
りを
貝か

ひ
あ
ハ
せ合と
て
ひ
ろ
ふ
も
の

と
ハ
と
よ
み
け
る
も
。
此
国
の
名
物
を
ほ
め
た
る
に
や

貝
厚あ

つ
く
し
て
破わ

れ
が
た
し
と
い
ふ
。
牡か

き蠣
も
伊
勢
を
よ
し

と
す
。真か

ひ
の
た
ま珠も

餘よ
こ
く国

よ
り
ハ
。こ
の
国
の
珠
を
上
と
す
。

蛤
の
実ミ

を
串く

し
に
さ
し
日
に
ほ
し
て
。
あ
さ
り
と
か
や
名

付
て
売う

る
也
。（
以
下
略
、
括
弧
付
ル
ビ
は
筆
者
）

　
こ
の
中
で
、
伊
勢
蛤
が
貝
合
せ
（
貝か

い
お
お
い覆の
こ
と
）
に
使
う

物
と
し
て
は
最
上
で
あ
る
こ
と
や
、
串
に
刺
し
て
天
日
干
し

し
た
蛤
の
身
を
あ
さ
り
（
！
）
な
ど
の
名
で
売
っ
て
い
る
と

記
し
て
い
ま
す
。
焼
蛤
の
調
理
法
が
こ
の
頃
に
は
無
か
っ
た

こ
と
を
思
わ
せ
る
と
共
に
、
蛤
の
産
地
と
し
て
は
、
す
で
に

名
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
文
言
と
ほ

ぼ
同
じ
も
の
が
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
時
の
木
曽
街
道

の
駄
賃
が
記
さ
れ
た
『
諸
国
安
見
廻
文
之
絵
図10

』（
刊
行
年

不
詳
）
に
見
ら
れ
ま
す
。

『
帰
家
日
記11
』（
元
禄
二
〈
一
六
八
九
〉
年
六
月
）

十
九
日　
し
ば
し
行
て
舟
に
の
り
て
、
桑
名
に
至
る
ほ

ど
七
里
な
り
と
い
ふ
（
中
略
）
所
の
肴
は
ま
ぐ
り
な
ど

調
じ
て
お
も
の
出
す
（
以
下
略
）

　
と
あ
り
、桑
名
で
は
魚
、蛤
が
調
理
さ
れ
て
飯
（
お
も
の
）

と
と
も
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
調

理
法
が
不
明
で
、焼
蛤
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
の
日
記
に
は
庄
野
の
焼
米
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
杖
突

村
の
饅
頭
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
一
目
玉
鉾12
』
巻
三
（
元
禄
二
〈
一
六
八
九
〉
年
）

◯
桑く

わ
な名　

松
平
越
中
守
殿
城
下　
左
の
か
た
の
海
を
請

て
城
有
、
右
に
舟
番
所
是
よ
り
つ
ゝ
き
、
樫け

や
き木

挽ひ
き

物
出

る
、
此
浦
の
蛤

は
ま
く
り

蠣か
き

し
ろ
魚
名
物
也
（
以
下
略
、
句
読

点
は
筆
者
）

と
あ
り
、
蛤
は
名
物
の
一
つ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

焼
蛤
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
桑
名
の
先
の
小
向
、

富
田
は
名
物
も
記
さ
れ
ず
、
日
永
の
追
分
を
過
ぎ
た
杖
突
村

で
は
饅
頭
が
、
庄
野
で
は
焼
米
が
名
物
で
あ
る
こ
と
を
記
し

て
い
ま
す
。

『
江
戸
参
府
旅
行
日
記13

』（
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
年
三
月

五
日
）月

曜
日
。
わ
れ
わ
れ
は
日
の
出
と
共
に
四
日
市
を
発
っ

た（
中
略
）わ
れ
わ
れ
は
十
の
村
を
過
ぎ
三
里
進
ん
で
、

十
一
時
に
桑
名
に
着
い
た
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
村
に

つ
い
て
は
特
に
記
べ
き
こ
と
は
何
一
つ
な
か
っ
た
。
た

だ
一
つ
言
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
縄
生
村
で
松
か
さ
を

燃
や
し
て
ハ
マ
グ
リ
と
い
う
貝
を
焼
い
て
い
る
の
を
見

た
こ
と
で
あ
る
。
村
人
は
そ
れ
を
通
行
人
に
食
べ
て
も

ら
お
う
と
思
っ
て
売
っ
て
い
た
。

『
本
朝
食
鑑14
』
巻
之
十
（
元
禄
十
〈
一
六
九
七
〉
年
）

（
前
略
）
炙
食
有
レ
法
以
二

テ
ス
ル
ヲ
松
毬
火
一

ヲ
為
レ

ス
上
ト
、
稲

草
火
炭
火
次
レ

ク

之
、
縦
ヒ

雖
レ

ト
モ

用
二

ユ
ト

此
火
一

ヲ

而
妄
リ
ニ

炙
レ

ル
ト
キ
ハ

之
ヲ
、
則
火
透
二

テ

殻
肉
一

ニ

必
ス

殻
口
自ヲ

開
ケ
ハ

醒

漿
溢
レ

レ
テ
外
ニ
以
テ
消ケ
レ

ス
火
ヲ
、
煤
灰
混
レ

シ
テ
肉
ニ
而
不
レ
可
レ

食
ス
故
ニ
常
ニ
禁
レ

ス
灰-

火
ヲ
也
（
以
下
略
、
読
点
筆
者
）

　
蛤
を
炙
る
に
は
松ま

つ
か
さ毬
火
が
最
上
で
、
稲
草
火
、
炭
火
が
そ

れ
に
次
ぐ
と
あ
り
ま
す
。
松
毬
火
は
ま
つ
ぼ
っ
く
り
を
燃
や

し
て
熱
源
と
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
蛤
は
火
が
通

る
と
口
を
開
け
、
醒
漿
（
中
の
汁
）
が
こ
ぼ
れ
出
て
火
を
消

す
こ
と
か
ら
、
灰
の
上
で
焼
く
と
蛤
の
身
に
灰
が
付
き
、
食

べ
ら
れ
な
く
な
る
た
め
灰
火
を
禁
ず
る
と
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
続
い
て
、

（
前
略
）
凡
ソ
以
二

テ
勢
州
桑
名
ノ
海
上
ノ
者
一

ヲ
為
レ

ス
上-

品

ト
、
桑
名
ノ

土
人
炙
レ

ル
ニ

蛤
ヲ

必
ス

用
二

テ

松
毬
子
ノ

火
一

ヲ

曰
ク

蛤
能
ク
熟
美
ニ
シ
テ
而
不
レ

ス
ト
中
レ

ラ
病
ニ
焉
、
或
イ
ハ
曰
ク
松
既
ニ

欲
レ

ス
ル

枯
レ
ン
ト

時
ニ

掘
二

テ

根
辺
四
囲
ノ

之
土
一

ヲ

作
レ

シ

溝
ヲ

用

二
テ
生
蛤
数
顆
一

ヲ
搗
砕
テ
入
レ

レ
溝-

中
ニ
掩
レ

フ
ニ
之
ヲ
以
レ

ス
レ
ハ

土
、
則
徐
徐
ニ
シ
テ

而
蘇
ス
、
或
ハ

取
二

テ

煎
蛤
汁
一

ヲ

俟
レ

テ

冷

ヲ
入
レ

ル
モ
溝-

中
亦
可
ナ
リ
ト
、
然
ラ
ハ
則
松
蛤
素

モ
ト
ヨ
リ
相
喜
フ
之

理
カ
（
以
下
略
）

　
蛤
は
勢
州
桑
名
産
が
上
品
で
あ
り
、
土
地
の
人
は
必
ず
松

毬
で
焼
く
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
蛤
の
味
が
良
く
な
り
病

（
貝
毒
）
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
松
が
枯
れ
そ

う
な
時
に
、
根
の
周
り
に
生
の
蛤
を
砕
い
た
も
の
（
蛤
汁
を

煮
詰
め
、
冷
ま
し
た
も
の
で
も
良
い
）
を
入
れ
る
と
次
第
に

松
が
蘇
る
こ
と
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
松
と
蛤
は
元
々
相

性
が
良
い
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

『
伊
勢
参
道
里
程
抄15
』
巻
二
（
宝
永
元
〈
一
七
〇
四
〉
年
）

星
川
ノ
社
、
額
田
村
の
川
む
か
ひ
に
あ
り
、
式
内
ノ
神

社
也
、
星
川
山
安
渡
寺
、
か
き
村
、
此
辺
蛤
を
焼
て
旅

人
に
す
ゝ
む

　
と
あ
り
、
焼
蛤
を
商
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
追

分
の
饅
頭
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
記
録
は

伊
勢
参
宮
へ
の
道
の
り
を
記
し
た
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
先
の
東
海
道
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

『
三
国
地
誌16
』
巻
之
十
六
（
宝
暦
十
一
〈
一
七
六
一
〉
年
）

（
伊
勢
国
朝
明
郡
）

　
　
製
造
附

○
麹
垂
坂
村
出　

○
乾ミ

ラ
ウ
オ（
マ
マ
）

麺
条
魚
俗
云
目
刺　

○
乾
海
老　
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◯
焼
文
蛤
並

（
共
カ
）富

田
村
出　

◯
焼
餅
松
寺
村
出　

○
漂
布
小

向
村
出　
○
鍋　
○
石
臼
並
（
共
カ
）田

光
村
出
（
括
弧
付
ル
ビ
は

筆
者
）

　

と
あ
り
、
白
魚
目
刺17
、
干
し
海
老
と
共
に
焼
蛤
（
文
蛤

は
蛤
の
こ
と
）
が
富
田
村
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
地
誌
は
津
藩
伊
賀
城
代
の
藤
堂
元
甫

（
一
六
八
三
〜
一
七
六
二
）
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
完
成
後
、

藩
主
に
献
上
さ
れ
た
他
は
世
に
出
る
こ
と
は
な
く
（
わ
ず
か

に
写
本
は
あ
る
）、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
の
刊
行

後
に
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
東
海
道
名
所
図
会
』（
寛
政
九
〈
一
七
九
七
〉
年
）

名め
い
ぶ
つ物

煬や
き
は
ま
ぐ
り

蛤　

東
富と

ミ
た田

お
ぶ
け
両
所
の
茶さ

て
ん店

に
火ひ

ば
ち鉢

を

軒の
き
ば端

へ
出
し
松ま

つ
か
さ毬

に
て
蛤

は
ま
ぐ
りを

焙あ
ぶ

り
旅り

ょ
か
く客

を
饗も

て
なす

桑
名
の

焙や
き
は
ま
ぐ
り
蛤
と
ハ
こ
れ
也

四
日
市
桑
名
の
あ
い
だ
富
田
お
ぶ
け
の
焼
蛤
ハ
名
物
に

し
て
ゆ
き
ゝ
の
人
も
こ
ゝ
に
憩
ふ
て
酒
を
勧
め
こ
れ
を

賞
翫
す

　
し
ぐ
る
る
や 

や
き
蛤
の 

に
ゆ
る
音　
斑
竹

　
東
富
田
と
小
向
で
供
さ
れ
る
焼
蛤
が
「
桑
名
の
焼
蛤
」
で

て
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
焼
蛤
の
句
を
詠
ん
だ
斑は

ん
ち
く竹
と
は
、『
東
海
道
名
所

図
会
』
の
作
者
、
秋あ

き
さ
と里
籬り

と
う島
の
俳
号
で
す
。

『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』（
寛
政
九
〈
一
七
九
七
〉
年
）

▲
富
田　
四
日
市
よ
り
五
十
丁　
名
産
焼
蛤

富と
ん
だ田　

焼
や
き
は
ま
ぐ
り蛤

　
蛤

は
ま
ぐ
りの 

や
か
れ
て
啼な

く
や 

郭ほ
と
ゝ
ぎ
す

公　
其
角

　

こ
の
句
は
東
海
道
を
旅
し
た
宝
井
其き
か
く角
が
富
田
の
尾
張

屋
で
詠
ん
だ
も
の
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と
す

る
句
碑
は
現
在
、
四
日
市
市
富
田
浜
町
に
あ
り
ま
す
。

『
日
本
山
海
名
産
図
会
』巻
四（
寛
政
十
一〈
一
七
九
九
〉年
）

○
焼
蛤
并
ニ
時
雨
蛤

勢せ
い
し
う州
桑く

わ
な名
富と

ミ
た田
の
名め

い
ぶ
つ物
な
り
、
松ま

つ
の
ち
ゝ
り
を
焚た

き
て

蛤は
ま
く
りの
目め

つ
が
い番
の
方か

た

よ
り
焼や

く
に
、
貝か

い

に
柱は

し
らを
残の

こ

さ
ず
味あ

ぢ

美び

な
り
（
読
点
筆
者
）

　
ち
ち
り
と
は
松
毬
の
こ
と
で
、『
本
朝
食
鑑
』
と
同
様
に

松
毬
で
炙
る
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
目
番
（
蛤
を
富

士
山
の
形
に
見
立
て
た
時
、
頂
上
に
当
た
る
部
分
、
番つ

が
い
め目

と

も
）
の
方
か
ら
焼
く
と
貝
柱
を
き
れ
い
に
外
す
こ
と
が
で
き

る
と
も
記
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
続
き
に
時
雨
蛤
に
つ

い
て
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

時し
く
れ
は
ま
ぐ
り

雨
蛤
の
制せ

い
は
、
た
ま
味ミ

そ噌
を
漬つ

け
た
る
桶お

け
に
溜た

ま
ま
り
た

る
浮う

き
し
る汁

に
、
蛤

は
ま
く
りを

煮に

た
る
汁し

る

を
合あ

わ

せ
、
山さ

ん
せ
う椒

、
木き

く
ら
げ耳

、

生せ
う
が姜

等と
う

を
加く

わ

え
て
、
む
き
身ミ

を
煮に

つ
め詰

た
る
な
り
、
遠ゑ

ん

国ご
く

行か
う
ろ路

の
日ひ

を
ふ
る
と
も
更さ

ら

に
鯘あ

さ

れ
る
こ
と
な
し
◯

溜た
ま
ミ
そ

味
噌
の
制せ

い
は
大だ

い
づ豆

を
よ
く
煮に

て
藁わ

ら
に
裹つ

ゝ
ミ
て
竃か

ま
どの

上う
へ

に
懸か

け
、
一
月
許バ

か
りに
し
て
臼う

す
に
搗つ

き
、
塩し

ほ
を
和く

わ
し
て
水ミ

づ

を
加く

わ
ゆれ
ば
、上う

へ
す
ミ
て
溜た

ま
る
汁し

る
を
醤し

や
う
ゆ油
に
か
へ
て
用も

ち
ひ
、

底そ
こ

を
味ミ

そ噌
と
す
、
是こ

れ
を
以も

つ
て
魚う

を
を
煮に

る
に
、
若も

し
稍や

ゝ
鯘あ

さ
れた

る
魚う

を
も
復ふ

く
し
て
味あ

ち
よ
く
、
今い

ま
も
官く

わ
ん
ゑ
き駅の

日に
ち
よ
う用

と
す
（
読

点
筆
者
）

　
時
雨
蛤
は
醤
油
と
山
椒
、
木
耳
、
生
姜
等
で
む
き
身
を
煮

詰
め
た
も
の
で
、
日
が
経
っ
て
も
傷
む
こ
と
が
な
い
た
め
保

存
食
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年

上 図 2『東海道名所図会』、
中左 図２部分、中右 図３部分
下 図３『伊勢参宮名所図会』いずれも四日市市立博物館蔵
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刊
の
調
理
書
『
料
理
山
海
郷18

』
巻
之
一
に
桑
名
時
雨
蛤
を

載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
調
理
法
も
十
八
世
紀
半
ば
に

は
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
焼
蛤
と
違
い
、
時

雨
蛤
は
現
代
に
お
い
て
も
桑
名
や
四
日
市
の
名
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

『
改
元
紀
行19
』
巻
之
下
（
享
和
元
〈
一
八
〇
一
〉
年
）
三
月

六
日
（
中
略
）
町
屋
川
の
橋
を
渡
り
て
、
お
ぶ
け
と
い

ふ
所
を
み
れ
ば
家
々
の
女
松
の
か
さ
を
焼
て
、
蛤
を
む

し
て
す
す
む
、砂
川
の
橋
を
渡
り
、朝
明
川
を
こ
え
て
、

富
田
の
立
場
に
い
た
れ
ば
、
こ
こ
に
も
や
き
蛤
を
ひ
さ

ぐ
、
右
の
か
た
に
酒
屋
と
い
へ
る
家
名
の
座
し
き
に
は

あ
げ
畳
な
ど
あ
り
て
、
大
き
な
る
や
ど
り
な
り
、
初
冬

の
頃
の
味
こ
と
に
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
時
雨
蛤
と
い
う
。

（
以
下
略
）

　
酒
屋
と
い
う
の
は
富
田
の
広
瀬
五
郎
左
衛
門
家
で
、『
増

補
東
海
道
巡
覧
記
』
に
は
、
名
物
焼
蛤
と
名
物
奈
良
漬
・
香

の
物
は
酒
屋
五
郎
兵
衛
（
酒
五
）
が
供
し
て
い
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

『
久
波
奈
名
所
図
会20
』（
享
和
二
〈
一
八
〇
二
〉
年
）

桑く
ハ
な名

蛤は
ま
く
り
　

今
一
色
の
内
蛤は

ま
く
り
う
り

売
を
家か

げ
う業

と
す
る
輩

と
も
か
ら

多

し

　
と
あ
り
、
続
い
て
『
本
朝
食
鑑
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
触
れ
て
い
ま
す
が
、
引
用
が
長
文
に
な
る
と
の
理
由
か
ら

詳
細
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
雨
蛤
に
つ
い
て
は

や
や
詳
し
く
、
紅
葉
蛤21

と
い
う
名
も
あ
る
こ
と
を
記
す
ほ

か
、
織
田
信
長
や
歴
代
の
桑
名
城
主
に
献
上
さ
れ
た
り
、
さ

ら
に
は
桑
名
城
主
か
ら
将
軍
へ
の
献
上
品
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
名
所
図
会
は
桑
名
長
円
寺
の
僧
、
魯ろ

こ
う
あ
ん

縞
庵

義ぎ
ど
う道
が
著
し
た
も
の
で
す
が
、
版
下
本
の
ま
ま
で
世
に
出
る

こ
と
は
な
く
（
わ
ず
か
に
写
本
は
あ
る
）、
広
く
知
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
東
海
道
中
膝
栗
毛22
』
五
編
上
（
文
化
三
〈
一
八
〇
六
〉
年
）

（
前
略
）
来ら

い
わ
う往
の
渡と

せ
ん船
難な

ん

な
く
、
桑く

は
な名
に
つ
き
た
る
悦

よ
ろ
こ

び
の
あ
ま
り
、
め
い
ぶ
つ
の
焼

や
き
は
ま
ぐ
り
蛤
に
酒
く
み
か
は
し

て
、
か
の
弥
次
郎
兵
衛
喜
多
八
な
る
も
の
、（
中
略
）

斯か
く

打う
ち

興け
う

じ
て
な
を
村
お
ぶ
け
村
に
た
ど
り
着
く
。
此
あ

た
り
も
蛤

は
ま
ぐ
りの

名
物
、
旅
人
を
見
か
け
て
、
火ひ

ど
こ鉢

の
灰は

い
を

仰あ
ふ
ぎ

立た

て
〳
〵
（
中
略
）
斯か

く

て
朝あ

さ
げ餉

川
松
寺
を
う
ち
す

ぎ
、
富と

み
だ田

の
た
て
場ば

に
い
た
り
け
る
に
、
爰
は
こ
と
に

焼や
き

は
ま
ぐ
り
の
め
い
ぶ
つ
、両り

や
う
か
は側に

茶
屋
軒の

き
を
な
ら
べ
、

往わ
う
ら
い来
を
呼よ

び
た
つ
る
声こ

へ
に
ひ
か
れ
て
、
茶
屋
に
立
寄
（
中

略
）
ト
は
こ
に
し
た
い
ろ
り
の
よ
ふ
な
も
の
ゝ
中
へ
、
蛤
を
並

べ
、
松
か
さ
を
つ
か
み
混
み
、
あ
ふ
ぎ
た
て
ゝ
や
く
う
ち
（
以

下
略
、
ト
以
下
の
原
文
は
割
書
）

　
弥
次
喜
多
で
お
な
じ
み
の
十
返
舎
一
九
の
人
気
作
に
も
、

焼
蛤
は
登
場
し
て
い
ま
す
。
七
里
の
渡
で
到
着
し
た
ば
か
り

の
桑
名
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
際
の
焼
蛤
は
小
説
上
の
演
出

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
小
向
、
東
富
田
は
火
鉢
や
焼
き
方
の

様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
た
び
の
命

い
の
ち
げ

毛23
』（
文
化
四
〈
一
八
〇
七
〉
年
四
月
）

十
五
日
。
き（

昨
日
）

の
ふ
の
雨
夜
ひ（

一
夜
）

と
よ
や
ま
ず
。
け（

今
朝
）さも

猶

ふ（
降
）る

に
。
そ
ぼ
ち
な
が
ら
に
富と

み
た田

と
云
に
休
む
。
下
つ

か
へ
ど
も
。
れ（

例
）い

の
雨
を
か（

託
）こ

た
ず
。
は
ま
ぐ
り
た（

立
）ち

な
が
ら
。
や
を
ら
く（

食
い
）ひた

る
お（

面
持
）

も
ゝ
ち
。
す（

透
き
影
）

き
か
げ
に

見
る
に
い
と
に
く
し
。
括
弧
内
は
筆
者

　
下
仕
え
の
者
た
ち
が
、
焼
蛤
を
立
っ
て
食
べ
る
姿
を
見
苦

し
い
と
感
じ
た
よ
う
で
す
。

『
絵
本
駅
路
鈴
東
海
道
五
十
三
次24
』
序
文
（
文
化
七
年
）

（
前
略
）
あ
る
は
日に

つ
さ
か阪

の
ワ
ら
び
餅も

ち
。
掛か

け
か
ハ川

の

図 5 歌川豊広「東海道名所 桑名」国
立国会図書館デジタルコレクション 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1306027

図 4 十返舎一九『東海道中膝栗毛』五編上 国立国会図書館デジ
タルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/2559005/1/6
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歌
舞
伎
役
者
の
三
代
目
中
村
仲
蔵
が
、
桑
名
で
昼
時
と

な
っ
た
も
の
の
、
あ
え
て
富
田
ま
で
行
き
、
焼
き
蛤
を
食
し

た
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
名
物
焼
蛤
が
東
海
道
を
旅
す
る

人
々
に
と
っ
て
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』（
天
保
四
〈
一
八
三
三
〉
年
）

八や
か
ら
が
ね

梃
鉦
。
簷の

き
を
並な

ら
べ
て
名め

い
ぶ
つ物
名め

い
し
よ所
。
興を

き
つ津
膏か

う
や
く薬
焼や

き
は
ま
ぐ
り
蛤
。

安あ
べ
か
ハ
も
ち

倍
川
餅
よ
十と

ほ
だ
ん
ご

団
子
と
。下げ

こ戸
も
上じ

や
う
ご戸
も
ワ
か
れ
て
は
。

往ゆ
く

も
返か

へ
るも

道
中
双
六
。（
以
下
略
）

　
桑
名
と
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
認
識
と
し
て

は
東
海
道
の
名
物
の
焼
蛤
は
桑
名
名
物
と
し
て
通
用
し
た
と

み
て
良
さ
そ
う
で
す
。

『
升
屋
平
右
衛
門
仙
台
下
向
日
記25

』（
文
化
十
〈
一
八
一
三
〉

年
正
月
二
十
一
日
）

（
前
略
）
往
々
、
四
日
市
之
先
に
富
田
村
と
云
有
。
焼

蛤
を
売
。
是
を
桑
名
之
焼
蛤
と
道
中
に
て
云
な
り
。
風

景
な
し
。
暮
後
、
桑
名
駅
、
脇
本
陣
福
し
ま
や
嘉
兵
衛

方
に
宿
。（
以
下
略
）

　
富
田
で
売
ら
れ
て
い
る
焼
蛤
を
、「
桑
名
の
焼
蛤
」
と
い

う
と
明
確
に
記
し
て
い
ま
す
。

『
方
言
修
行
金
草
鞋26
』
二
編
（
文
化
十
年
）

（
前
略
）
ミ（

宮
）や
の
ゑ（

駅
）き
よ
り
か（

海

上

）

い
し
や
う
七
り（

里
）を
わ（

渡
）た

り
、
く（

桑
名
）

ハ
な
の
し（

宿

）

ゆ
く
に
つ（

着
）く

、
そ
の
さ（

先
）き

と（
富
）み

田

と
い
ふ
た（

立
場
）

て
ば
や（

焼

蛤

）

き
は
ま
ぐ
り
の
め（

名

物

）

い
ふ
つ
あ
り
、

し（

時

雨

蛤

）

ぐ
れ
は
ま
ぐ
り
と
い
ふ
（
以
下
略
。
読
点
、
括
弧
付

ル
ビ
は
筆
者
）

『
日
本
風
俗
備
考27
』（
文
政
五
〈
一
八
二
二
〉
年
二
月
）

第
十
四
日
（
本
邦
の
二
十
一
日
）（
中
略
）
富
田
に
抵

（
い
た
）

り
佳
麗
の
伝（

殿
）舎
に
て
大
通
事
よ
り
名
物
焼
蛤
を
饗
応
せ

り
、
夫
れ
よ
り
町
屋
川
に
至
り
長
百
六
十
間
程
の
板
橋

を
過
ぎ
、
暮
後
桑
名
に
着
せ
り
（
以
下
略
、
括
弧
付
ル

ビ
は
筆
者
）

　
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
の
記
録
を
翻
訳
し
た
も
の
で
す
が
、
名

物
焼
蛤
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
手
前
味
噌28
』（
文
政
十
二
〈
一
八
二
九
〉
年
四
月
）

翌
十
七
日
、
八
丁
畷
に
て
初
め
て
右
手
に
金
の
鯱
の
光

る
を
見
る
。
宮
駅し

ゅ
くへ

来
り
、
一
番
舟
に
の
り
、
七
里
の

渡
し
を
超
え
、
桑
名
に
て
昼
食
の
所
、
富
田
ま
で
い
っ

て
、
焼
蛤
を
食
ふ
。
絶
品29
な
り
。

年　号 史　料　名 内　容
万 治 年 間（1658 〜
61） 東海道名所記 仮名草子、東海道を旅する二人を描く
元禄  2(1689) 年 帰家日記 桑名で蛤をおかずとして供する
元禄  2(1689) 年 一目玉鉾 地誌、桑名が蛤の産地
元禄  3(1690) 年 東海道分間絵図 縮尺図、蛤有りの立場の記載
元禄  4(1691) 年 江戸参府旅行日記 縄生村で蛤を焼いて売る
元禄 12(1699) 年 本朝食鑑 食物事典、焼蛤の調理法、産地などの記

述
宝永元 (1704) 年 伊勢参道里程抄 柿村で蛤を焼いて売る
宝永  7(1710) 年 名物焼蛤 浮世草子、野村騒動を題材
宝暦  2(1752) 年 桑楊編東海道分間絵図 縮尺図、焼蛤の茶店の記載
宝暦  4(1755) 年 増補東海道巡覧記 焼蛤名物、奈良漬香物名物の記載
宝暦 11(1761) 年 三国地誌 津藩領の地誌、焼蛤の記述
寛政  9(1797) 年 東海道名所図会（図 2） 名所図会、名物焼蛤の記述と絵
寛政  9(1797) 年 伊勢参宮名所図会（図 3） 名所図会、名産焼蛤の記述と絵
寛政 10(1798) 年 東海道五十三駅人間一生五十

年凹凸話（図 8）
黄表紙、焼蛤の絵、「苦はないの楽蛤」
の記述

寛政 11(1799) 年 日本山海名産図会 名産図会、焼蛤の記述、調理法、産地
寛政 11(1799) 年 品川楊枝 洒落本、「その手は桑名の焼蛤」の地口

の記述
享和元 (1801) 年 改元紀行 小向、東富田で焼き蛤を売る
享和  2(1802) 年 久波奈名所図会 蛤を家業とする者多し、本朝食鑑の引用、

時雨蛤の記載
享和  4(1804) 年 春興五十三駄 桑名（図 6） 浮世絵、焼蛤の絵
文化  4(1807) 年 たびの命毛 富田で蛤を立って食べる姿を見る
文化  6(1609) 年 東海道中膝栗毛第五編（図 4） 小向、富田の焼蛤のエピソード
文化  7(1810) 年 絵本駅路鈴東海道五十三次

四十三 桑名（図 7）
浮世絵、焼蛤の絵、揃物の序文に焼蛤を
記す、

文化 10(1813) 年 升屋平右衛門仙台下向日記 富田の焼蛤を桑名の焼蛤というの記載
文政  5(1822) 年 日本風俗備考 富田で名物焼蛤を饗応せりの記述
文政 12(1829) 年 手前味噌 富田の焼蛤、絶品の記述
天保  4(1833) 年 勢陽五鈴遺響 伊勢国の地誌、小向、東富田の焼蛤、富

田一色の時雨蛤の記述
天保  6(1835) 年 東海名物往来 名物往来、蛤焼の記述
天保 11(1840) 年 狂歌入東海道五十三次 桑名 

富田立場之図（図 1） 浮世絵、焼蛤の絵
弘化〜嘉永（1844 〜
54）

東海道張交図会 宮 桑名 四日
市 石薬師 庄野（図 9） 浮世絵、焼蛤の絵

嘉永  5(1852) 年 五十三次張交 宮 桑名 四日市
（図 10） 浮世絵、焼蛤の絵

嘉永年間 (1848~54) 東海道五十三図会　桑名 浮世絵、焼蛤の絵
安政 2(1855) 年 西遊草 桑名から一里の所で焼蛤を食す

表２ 焼蛤に関する資料（年代順）。図５の刊行時期は 18 世紀末から19 世紀初期。
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小
向　
（
中
略
）
東
西
富
田
村
に
同
ク
茶
鄽
多
シ
桑
名

蛤
ヲ
火
ニ
炙
リ
テ
旅
客
ニ
饗
ス
、
ヤ
キ
蛤
ト
称
ス
松
毬

ヲ
火
ニ
燃
シ
テ
其
火
ニ
炙
ル
諸
州
ニ
桑
名
焼
蛤
ト
賞
ス

ト
イ
ヘ
ト
モ
富
田
ト
本
邑
ニ
販
ク
処
ニ
シ
テ
他
ニ
ハ
ア

ラ
ス
（
以
下
略
）

東
富
田
（
中
略
）
土
民
街
道
ニ
居
シ
テ
貨
食
店
多
シ
桑

名
蛤
ヲ
松
毬
ヲ
燃
シ
テ
炙
リ
旅
客
ニ
饗
セ
シ
、
又
前
条

松
寺
村
ニ
貨
ル
物
ト
同
シ
、
東
武
晋
子
其
角
発
句

は
ま
く
り
の
焼
れ
て
な
く
や
ほ
と
ゝ
き
す

高（
富
カ
）田

一
色　
天
ヶ
須
賀
ノ
南
ニ
ア
リ
、（
中
略
）
近
世

桑
名
府
ニ
同
ク
蛤
肉
ヲ
醤
汁
ニ
熱
テ
時
雨
蛤
ト
称
シ
四

方
ニ
販
ク
（
以
下
略
、
括
弧
付
ル
ビ
は
筆
者
）

　
こ
こ
で
も
桑
名
の
焼
蛤
は
、
小
向
、
富
田
の
他
に
は
な
い

と
記
し
て
い
ま
す
。
富
田
一
色
で
は
桑
名
城
下
と
同
様
に
醤

油
で
煮
付
け
た
蛤
（
時
雨
蛤
）
を
製
し
て
い
る
と
も
記
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
地
誌
は
伊
勢
山
田
古
市
の
安
岡
親
毅

（
一
七
五
八
〜
一
八
二
八
）
が
著
し
た
も
の
で
す
が
、
江

戸
時
代
は
写
本
を
通
じ
て
知
ら
れ
た
の
み
で
、
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）年
に
刊
行
後
、知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
東
海
名
物
往
来30
』（
天
保
六
〈
一
八
三
五
〉
年
）

（
前
略
）
桑く

ハ

名な

富と
ミ

田た

の
蛤

は
ま
ぐ
り
や
き
焼
に
手て

ぬ
ぐ
ひ拭
を
被か

ふ

る
四よ

つ
か
い
ち

日
市

追お
い
わ
け分
の
饅ま

ん
ぢ
う頭
は
杖つ

へ
つ
き
ざ
か

突
坂
の
名め

い
ぶ
つ物
と
等ひ

と
しく
（
以
下
略
）

　
「
往
来
物
」
は
読
み
書
き
の
手
本
と
す
る
も
の
で
す
が
、

主
題
を
東
海
道
の
名
物
と
し
た
こ
と
か
ら
、
現
代
で
は
当
時

の
東
海
道
の
地
名
や
名
所
、
名
物
を
知
る
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
蛤
で
は
な
く
蛤
焼
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
い
る
の
も
珍
し
い
で
す
。

『
西
遊
草
』（
安
政
二
〈
一
八
五
五
〉
年
四
月
二
十
五
日
）

桑
名
は
海
辺
に
あ
り
て
、（
中
略
）
八
ツ
半
頃
に
此
処

に
漸
く
つ
き
た
れ
ど
も
、
明
日
の
都
合
あ
り
け
れ
ば
、

つ
と
め
て
四
日
市
迄
す
す
む
。
壱
里
来
り
て
名
物
の
や

き
蛤
を
く
ら
ひ
、
足
を
は
や
め
、
暮
過
に
四
日
市
に
い

た
り
、
本
陣
に
泊
る
。

　
桑
名
か
ら
一
里
と
あ
る
の
で
、
夕
刻
近
く
に
小
向
で
焼
蛤

を
食
べ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
焼
蛤
そ
の
も
の
を
題
名
に
し
た
『
名
物
焼
蛤31

』

（
内
題
。
外
題
は
『
野
沢
名
所
焼
蛤
』）
と
い
う
浮
世
草
子
に

つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
五
月
に
桑
名
藩
で
、
郡
代
野
村

増
右
衛
門
を
処
罰
し
た
「
野
村
騒
動
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
題
材
に
月
尋
堂
（
不
詳
）
が
著
し
た
浮
世
草
子
が
『
名

物
焼
蛤
』
で
す
。
京
都
の
八
文
字
屋
が
同
年
十
月
頃
に
刊
行

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
題
名
か
ら
は
野
村
騒
動
を
描
い
て
い
る
と
は
想
像
で
き
ま

せ
ん
が
、
作
中
に
登
場
す
る
人
物
が
野
浦
那
須
右
衛
門
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
々
の
関
心
事
を
作
品
化
し
た
も
の

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
当
時
、
焼
蛤
が
一
般
的
に
名
物

と
さ
れ
て
い
た
の
か
は
後
述
す
る
よ
う
に
や
や
疑
問
が
残
り

ま
す
が
、「
名
物
焼
蛤
」
の
題
名
は
、
当
時
の
人
々
に
桑
名

を
想
起
さ
せ
る
の
に
は
十
分
な
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ま

す
。
管
見
で
す
が
、
現
在
確
認
し
て
い
る
資
料
の
中
で
、
焼

蛤
を
名
物
と
記
し
た
最
も
古
い
例
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
を
読
み
解
く
と
、
①
十
七
世
紀
半
ば
に
は

蛤
そ
の
も
の
が
桑
名
の
名
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
②

十
七
世
紀
末
に
は
、
東
海
道
の
立
場
に
「
蛤
有
り
」
や
「
焼

蛤
」
の
表
記
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
③
十
八
世
紀
半
ば

に
は
焼
蛤
が
定
着
し
、
④
十
八
世
紀
末
に
は
焼
蛤
が
名
物
と

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、「
桑

名
の
焼
蛤
」
と
い
う
言
葉
も
、
富
田
、
小
向
の
焼
蛤
を
指
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

絵
画
資
料
に
み
る
蛤
の
焼
き
方

　
続
い
て
、
蛤
の
焼
き
方
に
つ
い
て
絵
画
資
料
（
浮
世
絵
と

名
所
図
会
が
中
心
）
か
ら
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
蛤
を
焼
く
炉
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
焼
蛤
を
焼
い
て
い
る
光
景
を
描
い
た
も
の
で
確
認
で
き
た

最
も
古
い
も
の
は
、『
東
海
道
名
所
図
会
』（
図
２
）
と
『
伊

勢
参
宮
名
所
図
会
』（
図
３
）
で
す
。
こ
の
二
つ
の
図
会
に

描
か
れ
た
も
の
に
共
通
す
る
の
は
、
膝
か
ら
腰
の
高
さ
程
の

炉
で
蛤
を
焼
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
東
海
道
の
揃
物
を
描
い
た
葛
飾
北
斎

（
一
七
六
〇
〜

一
八
四
九
）
の

絵
で
は
、
少
し

趣
が
異
な
り

ま
す
。『
春
興

五
十
三
駄
之
内 

桑
名
』（
享
和

四
〈
一
八
〇
四
〉

年
刊
、
図
６
）

で
は
、
女
性
が

低
い
台
の
上
に

座
っ
て
、
地
面

図 6 葛飾北斎「春興五十三駄之内 桑名」和泉
市久保惣記念美術館蔵 同館デジタルミュージア
ム https://www.ikm-art.jp/degitalmuseum/
num/001/0011060000.html
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い
る
様
子
が
描
か
れ
、
同
じ
広
重
の
『
東
海
道
五
十
三
図
会 

桑
名 

富
田
お
ぶ
け
の
焼
は
ま
ぐ
り
』（「
美
人
東
海
道
」、
弘

化
四
〜
嘉
永
五
年
〈
一
八
四
七~

五
二
〉、
図
10
）
で
は
松

毬
を
う
ず
た
か
く
盛
っ
た
周
り
に
蛤
を
並
べ
て
焼
い
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
図
９
お
よ
び
図
10
の
光
景
は
、
広
重
が
実
見
し
た
も
の
を

も
と
に
描
い
て
い
る
こ
と
が
、
大
英
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る

広
重
の
写
生
帳
か
ら
わ
か
り
ま
す
（
図
11
）。
同
じ
頁
に
白

子
の
不
断
桜
が
描
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
小
向
か
富
田
（
先

ほ
ど
の
推
論
か
ら
い
え
ば
富
田
）
の
も
の
を
描
い
て
い
る
と

見
て
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
立
ち
姿
の
女
性
が
蛤
を
焼
い
て
い
る
光
景
だ
け
で
な
く
、

の
上
の
炉
で
蛤
を
焼
い
て
い
ま
す
。
ま
た
『
東
海
道
五
十
三

次 
絵
本
駅
路
鈴 

桑
名32
』（
文
化
七
〈
一
八
一
〇
〉
年
頃
刊
行
、

図
７
）
で
も
、
橋
の
た
も
と
に
あ
る
家
の
軒
先
で
、
筵

む
し
ろ
び
さ
し庇

の
下
、
地
面
の
上
の
炉
で
蛤
を
焼
い
て
い
ま
す
。
こ
の
座
っ

て
焼
く
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
れ
よ
り
先
に
刊
行
さ
れ
た
黄
表

紙
『
東と

う
か
い
ど
う

海
道
五ご

じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ

十
三
駅
人に

ん
げ
ん間

一い
っ
し
ょ
う生

五ご
じ
ゅ
う
ね
ん

十
年
凸た

か
ひ
く
ば
な
し

凹
話
』（
寛
政

十
〈
一
七
九
八
〉
年
、
山
東
京
伝
著
、
北
尾
重
政
画
、
図
８
）

の
中
に
描
か
れ
る
焼
蛤
の
焼
き
方
と
同
じ
で
す
。

　
絵
画
資
料
か
ら
は
、
立
っ
て
焼
く
ス
タ
イ
ル
と
座
っ
て
焼

く
ス
タ
イ
ル
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
も

時
代
に
よ
る
違
い
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
資
料
が
、
同

時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
言
え
ま
す
。そ
う
な
る
と
、

焼
く
ス
タ
イ
ル
の
違
い
は
地
域
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
小

向
と
富
田
の
違
い
と
考
え
る

の
が
良
さ
そ
う
で
す
。

　
『
東
海
道
名
所
図
会
』（
図

２
）
に
描
か
れ
た
立
場
は
、

小
向
か
富
田
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、『
伊
勢
参
宮
名
所

図
会
』（
図
３
）
は
富
田
の

立
場
を
描
い
た
こ
と
を
明
記

し
て
い
ま
す
。
資
料
に
限
り

が
あ
る
た
め
断
定
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
十
八
世
紀
末
か

ら
十
九
世
紀
初
に
関
し
て

は
、座
っ
て
焼
く
の
は
小
向
、

立
っ
て
焼
く
の
は
富
田
の
光

景
と
考
え
て
も
良
さ
そ
う
で
す
。

　
次
に
、
蛤
の
焼
き
方
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
見
た
浮
世
絵
や
名
所
図
会
に
描
か
れ
た
焼
蛤

は
、
炉
の
上
に
無
造
作
に
置
い
て
焼
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、「
狂
歌
入
東
海
道
」（
図
１
）
で
は
、
き
れ
い
に
並

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　

幕
末
に
描
か
れ
た
歌
川
広
重
の
『
東
海
道
張
交
図
会 

宮 

桑
名 

四
日
市 

石
薬
師 

庄
野
』（
弘
化
〜
嘉
永
年
間

〈
一
八
四
四
〜
五
四
〉、
図
９
）
で
は
、
蛤
を
立
て
て
並
べ
て

図 7 葛飾北斎「東海道五十三次 絵
本 駅 路 鈴 桑 名 」 シ カ ゴ 美 術 館
蔵 https://www.dh-jac.net/db/
nishikie/AIC-1929.540./portal/図 8 山 東 京 伝『 東 海 道

五 十 三 駅 人 間 一 生 五 十
年 凸 凹 話 』 国 立 国 会 図
書 館 デ ジタルコレクショ
ン https://dl.ndl.go.jp/
pid/8929896/1/16

図１　部分

図 10 歌川広重「東海道五十三図会 
桑名 富田おぶけの焼はまぐり」慶應
義塾大学高橋浮世絵コレクション

図 9 歌川広重「東海道張交図会 宮 
桑名 四日市 石薬師 庄野」ボストン美
術 館 https://www.dh-jac.net/db/
nishikie/MFA-11.17213/portal/

図 8（部分） 皿に乗った焼蛤を食べようと
する旅人。蛤は殻付きで提供されている。
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松
葉
の
上
に

炭
の
代
わ
り

に
積
み
上
げ

ら
れ
た
松
毬

と
、
そ
の
周

り
に
蛤
が
並

べ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も

写
生
し
て
い

る
こ
と
か

ら
、
広
重
が

こ
の
焼
き
方

に
大
い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
。

　
『
本
朝
食
鑑
』
で
は
蛤
の
身
に
灰
が
付
く
か
ら
、
灰
火
は

良
く
な
い
と
あ
り
ま
し
た
が
、
広
重
が
見
た
、
敷
き
詰
め
た

松
葉
の
上
に
蛤
を
並
べ
て
焼
く
方
法
は
、
灰
が
巻
き
上
が
る

の
を
防
ぎ
、
殻
か
ら
出
た
身
が
灰
の
上
に
落
ち
な
い
た
め
の

工
夫
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　
絵
画
資
料
か
ら
は
、
十
八
世
紀
末
に
は
立
場
風
景
の
一
部

と
し
て
描
か
れ
た
焼
蛤
の
光
景
が
、
十
九
世
紀
半
ば
に
は
名

物
焼
蛤
の
独
特
な
焼
き
方
そ
の
も
の
を
伝
え
る
も
の
へ
と
変

化
し
た
様
子
が
窺
え
ま
す
。

名
物
と
し
て
の
焼
蛤

　
東
海
道
の
名
物
の
多
く
は
食
べ
物
で
す
。
そ
れ
は
旅
人
が

朝
昼
晩
の
三
食
を
食
べ
た
と
し
て
も
、
徒
歩
旅
で
消
費
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
て
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
茶
店

で
軽
い
食
事
を
と
る
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。
名
物
の
多
く
が

餅
や
饅
頭
、
茶
漬
け
や
汁
飯
で
あ
る
こ
と
も
、
常
備
可
能
で

注
文
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
出
せ
る
、
現
在
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

店
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
旅
人
が
増
大
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
各
地
の
茶
店
で
も
提
供
の
効
率
性
を
高
め
る

工
夫
が
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

焼
蛤
に
も
そ
の
よ
う
な
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
要
素
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
蛤
の
構
造
と
し
て
、
目め

つ
が
い番

は
開
こ
う
と
す
る
力
に
、
貝
殻

の
内
側
に
あ
る
貝
柱
は
閉
じ
よ
う
と
す
る
力
に
な
り
、
両
者

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
く
事
で
開
閉
運
動
が
で
き
ま
す
。
こ
の

う
ち
貝
柱
は
熱
が
加
わ
る
と
縮
む
性
質
が
あ
り
ま
す
。
縮
む

と
閉
じ
よ
う
と
す
る
力
が
弱
ま
り
、
そ
の
結
果
、
目
番
の
力

が
優
勢
と
な
っ
て
、
炙
ら
れ
て
い
る
側
の
殻
に
付
い
て
い
る

貝
柱
は
離
れ
、
蛤
が
開
き
ま
す
。
松
毬
火
の
方
に
目
番
（
頂

点
部
分
）
を
向
け
て
並
べ
て
焼
け
ば
、
貝
殻
の
両
面
に
熱
が

加
わ
り
、
両
方
の
貝
柱
が
外
れ
、
貝
が
開
く
と
同
時
に
、
貝

の
身
が
ぽ
と
り
と
出
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
焼
き

方
だ
と
蛤
の
汁
は
流
れ
出
て
し
ま
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の

人
々
に
は
身
の
大
き
さ
こ
そ
が
重
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

二
つ
あ
る
貝
柱
が
調
理
の
過
程
で
離
れ
て
く
れ
る
こ
と

は
、
食
べ
や
す
さ
に
も
関
係
し
ま
す
。
北
斎
の
浮
世
絵
に
描

か
れ
た
焼
き
方
は
、
蛤
を
平
ら
に
置
く
た
め
、
火
に
面
し
た

下
側
の
貝
柱
の
み
が
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
っ
た
貝

柱
は
食
べ
る
人
が
外
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
先
に
引
用

し
た
『
凸
凹
話
』
で
は
、
旅
人
が
手
に
し
た
皿
に
は
上
下
二

枚
の
殻
の
付
い
た
蛤
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
口
を
開
け
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
皿
に
乗
せ
て
提
供
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
同
様
に
十
返
舎
一
九
の
『
方む

だ言
修し

ゅ
ぎ
ょ
う行

金か
ね
の
わ
ら
じ

草
鞋
』
の
引

用
部
分
の
続
き
に
は
、「
や（
焼
）き
た
て
の
は（

蛤

）

ま
ぐ
り
を
あ
が
つ

て
く（

口
）ち
を
や（

火
傷
）

け
ど
し
て
お
い
で
な
さ
れ
ま
せ
、
も
し
や（

火
傷
）

け
ど

を
な
さ
れ
た
ら
、
こ
の
さ（

先
）き

に
よ（

良
）い

や（
火
傷
）

け
ど
の
く（

薬

）

す
り
が
ご

ざ
り
ま
す
、
そ
れ
を
か（

買
）つ

て
お
つ（

付
）け

な
さ
れ
ま
せ
」
と
焼
蛤

屋
の
内
儀
が
店
先
で
呼
び
込
み
を
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
も

熱
い
殻
と
一
緒
に
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
口
を
火
傷
す
る
旅
人

が
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
『
東
海
道
名
所
記
』
か
ら
『
本
朝
食
鑑
』
ま
で
の
間
、
つ

ま
り
十
七
世
紀
半
ば
か
ら
末
に
か
け
て
、
焼
蛤
の
調
理
法
が

確
立
し
、
そ
れ
が
多
く
の
旅
人
で
賑
わ
う
立
場
で
の
調
理
法

と
し
て
定
着
し
た
と
み
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
材
料
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
焼
蛤
を

旅
人
の
需
要
に
応
え
て
提
供
す
る
た
め
に
は
、
蛤
の
採
れ
る

海
に
近
く
、
炭
代
わ
り
と
な
る
松
毬
や
松
葉
を
採
集
で
き
る

山
や
松
並
木
が
あ
り
、
東
海
道
に
隣
接
し
た
村
と
い
う
条
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
焼
蛤
を
商
っ
て
い
た
四
つ
の
村
が
、
江

戸
時
代
後
期
に
は
小
向
と
富
田
の
二
つ
の
村
と
な
っ
た
理
由

も
、
こ
の
よ
う
な
条
件
が
持
続
的
に
可
能
な
環
境
が
あ
っ
た

か
ら
と
考
え
る
と
説
明
が
付
き
そ
う
で
す
。

そ
の
手
は
桑
名
の
焼
蛤

　
桑
名
の
焼
蛤
を
全
国
的
に
有
名
に
し
た
立
役
者
は
、
こ
の

地
口33

と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。「
恐
れ
入
谷
の
鬼
子
母

神
」
と
同
じ
ぐ
ら
い
、
地
名
を
取
り
入
れ
た
地
口
と
し
て
、

今
で
も
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、『
品

川
楊
枝34

』（
寛
政
十
一
〈
一
七
九
九
〉
年
）
の
中
に
「
又

は（
外
そ
）

づ
さ
う
と
思
っ
て
、
其
手
は
く（

桑
名
）

ハ
な
の
や
き
蛤
、
四
日
市（

一

図 11 歌川広重の写生帳に描かれた焼蛤のよう
す。The Brithish Museum online collection 
1913,0501,0.291　1845~50 年
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夜夜
）
の
つ（

付
き
合
い
）

き
ゑ
ゝ
だ
ア
」（
括
弧
付
ル
ビ
は
筆
者
）
と
い
う
登

場
人
物
の
セ
リ
フ
と
し
て
出
て
き
ま
す
。『
品
川
楊
枝
』が「
そ

の
手
は
桑
名
の
焼
蛤
」
の
初
出
か
ど
う
か
は
管
見
に
し
て
不

明
で
す
が
、『
東
海
道
名
所
図
会
』や『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』

の
刊
行
年
（
い
ず
れ
も
寛
政
九
年
）
に
近
い
版
本
で
確
認
で

き
た
こ
と
は
、
旅
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
当
時
の
人
々
の
共

通
認
識
に
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
っ
た
こ
と
を
容
易
に
想
像

さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
前
述
し
た
山
東
京
伝
の
『
凸
凹
話
』
で
は
「
苦
は

な
い
の
楽
蛤
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
考
え

る
と
、「
そ
の
手
は
桑
名
の
焼
蛤
」
の
フ
レ
ー
ズ
は
こ
れ
以

前
に
既
に
膾
炙
し
て
お
り
、
十
八
世
紀
末
に
は
地
口
が
パ
ロ

デ
ィ
化
さ
れ
る
ほ
ど
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
図
５
の
歌
川
豊
広
（
一
七
七
三
〜
一
八
二
九
）
の
描
い
た

絵
に
は
「
お
く
れ
て
も 

道
は
く
わ
な
の
上
下
も
の 

く
ら
ひ

こ
ん
た
る 

は
ま
く
り
の
あ
し
」
と
い
う
狂
歌
が
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
東
海
道
を
上
下
す
る
旅
人
は
、
旅
程
が
遅
れ
る
と

道
草
は
食
わ
な
い
が
、
焼
蛤
は
食
ら
う
と
い
う
意
味
で
す
。

　
元
禄
三
年
の
『
東
海
道
分
間
絵
図
』
に
描
か
れ
た
江
戸
か

ら
京
都
ま
で
の
立
場
の
中
で
、
焼
蛤
を
商
う
村
は
桑
名
か
ら

日
永
の
追
分
ま
で
に
四
か
村
あ
る
の
み
で
、
立
場
名
物
と
し

て
蛤
が
珍
し
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、「
そ
の
手
は
喰
わ

な
い
」
と
い
う
会
話
の
相
手
に
対
し
て
よ
く
使
う
言
葉
を

使
っ
た
地
口
が
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
な
り
、
旅
人
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
旅
を
し
な
い
人
に
も
知
ら
れ
る
名
物
に
な
っ
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

蛤
と
蜃
気
楼

　
少
し
脱
線
し
ま
す
が
、
蛤
つ
な
が
り
で
東
海
道
の
名
所
の

一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
四
日
市
の
蜃
気
楼
に
つ
い
て

も
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
蜃
気
楼
は
蜃
（

44

大
蛤
）
が
出
す
気4

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
楼4

台
で
、
古
代
中
国
で
は
大
蛤
を
妖
怪
の
一
種
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
し
た
。

　
四
日
市
を
描
い
た
浮
世
絵
の
い
く
つ
か
は
蜃
気
楼
が
題
材

と
な
っ
て
お
り
、
条
件
が
合
え
ば
東
海
道
の
旅
人
も
蜃
気
楼

を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
現
代
で
は
蜃
気
楼
が
起
き
る

科
学
的
な
理
由
を
知
る
人
も
多
い
で
す
が
、
江
戸
時
代
の

人
々
か
ら
す
れ
ば
、
伊
勢
湾
に
大
蛤
が
い
る
か
ら
見
え
る
と

考
え
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
年
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
五
日
ご
と
に
表
し
た

七
十
二
候
の
第
五
十
候
は
「
菊
の
花
開
く
」
で
す
が
、
こ

れ
は
江
戸
時
代
前
期

に
、
わ
が
国
の
気
候

風
土
に
合
わ
せ
て

改
良
さ
れ
た
本
朝

七
十
二
候
で
、
中
国

か
ら
伝
わ
っ
た
本
来

の
第
五
十
候
は
「
雀

大た
い
す
い水

に
入
て
蛤
と
為

る
」
で
す
。
こ
の
時

期
は
太
陽
暦
の
十

月
中
旬
頃
に
あ
た

り
、
雀
が
姿
を
消
し

始
め
、
代
わ
り
に
蛤

が
採
れ
始
め
る
頃
と

い
う
こ
と
で
、
古
代

中
国
で
は
雀
が
海
に

入
っ
て
蛤
に
変
わ
る
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

古
く
か
ら
浸
透
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
雀
と
蛤
の
関
係
性

は
、
広
重
の
「
狂
歌
入
東
海
道
桑
名
」（
図
１
）
の
画
面
中

に
記
さ
れ
た
狂
歌
「
乗
合
の
ち
い
か
雀
の
話
に
は
焼
蛤
も
舌

を
隠
せ
り
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
七
十
二
候
に
加

え
、
舌
切
り
雀
と
い
う
誰
も
が
知
っ
て
い
る
御
伽
話
を
盛
り

込
ん
だ
機
知
の
あ
る
歌
に
な
っ
て
い
ま
す
。
図
10
の
広
重
が

描
く
焼
蛤
を
焼
く
女
性
の
着
物
の
柄
に
も
、
蜃
気
楼
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
東
海
道
を
行
き
交
う
旅
人
は
名
物
の
蛤
を
食
べ
、
名
所
と

し
て
の
蜃
気
楼
を
見
る
と
い
う
体
験
を
通
し
て
、
伊
勢
湾
が

蛤
の
産
地
で
あ
る
こ
と
を
強
く
記
憶
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

名
物
焼
蛤
の
終
焉

　
十
七
世
紀
以
降
、
東
海
道
の
名
物
と
し
て
名
高
か
っ
た
焼

蛤
は
、
時
代
が
明
治
に
変
わ
っ
て
か
ら
も
細
々
と
命
脈
を

保
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
前
後
の
焼
蛤
の
商
い
の
様
子
が
『
文
芸
地
理
東

海
道
五
十
三
次
』（
明
治
四
十
四〈
一
九
一
一
〉年
刊
）に
載
っ

て
い
ま
す
の
で
、
長
文
に
な
り
ま
す
が
引
用
し
ま
す
。

図 11 二代歌川国貞「春色蜃気楼」（文久二〈1862〉年八月刊）大
蛤の気によって蜃気楼が浮かび上がっている。四日市市立博物館蔵

図 12 三代歌川豊国「東海道五十三対 四
日市 那古海蜃楼」（天保 14 〜弘化 3 年

〈1843~47〉頃刊）四日市市立博物館蔵
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（
前
略
）
富と
み
た田
は
今
純じ

ゆ
ん
ぜ
ん
然
た
る
漁ぎ

よ
そ
ん村
で
あ
る
、
そ
の

村
の
中ち

う
お
う央
、
俗
に
茶ち

や
や
ま
ち

屋
町
と
い
ふ
の
が
疇

ち
ゆ
う
せ
き昔
蛤は

ま
ぐ
り
ぢ
や
や

茶
屋

の
軒の

き
を
並
べ
た
場
所
で
、
今
も
一
軒
「
四よ

か
い
ち
や

日
市
屋
」
と

い
ふ
の
が
宿
屋
の
片か

た
て
ま

手
間
に
客
の
需も

と
めに

よ
つ
て
は
こ
れ

を
焼や

い
て
客き

や
く
ぜ
ん膳に

供そ
な

ふ
る
と
い
ふ
、
此
町
に
今
は
豆と

う
ふ腐

を

商
ふ
老ら

う
ふ
う
ふ

夫
婦
が
疇

ち
ゆ
う
せ
き昔

蛤は
ま
ぐ
り
ぢ
や
や

茶
屋
を
営い

と
なん

で
居
た
も
の
と
聞

て
、
去
る
人
に
導み

ち
びか
れ
先
づ
何
か
焼

や
き
は
ま
ぐ
り
蛤
の
秘ひ

で
ん伝
で
も
あ

れ
ば
知
て
置
き
た
い
も
の
と
出
か
け
て
行
く
。
老
人
は

至し
ご
く極

気き
さ
ん散

じ
な
口く

ち
が
る軽

も
の
、
先
づ
明め

い
ぢ
ゐ
し
ん

治
維
新
前ぜ

ん
ご後

の

相さ
う
ば場

か
ら
説
き
始
め
て

　
「
其
時
分
は
な
、
ま
あ
中ち

う
が
ひ貝

（
大
き
さ
は
こ
れ
ば
か

り
と
両
手
の
指ゆ

び

で
示し

め

し
た
の
を
見
る
と
直

ち
ょ
く
け
い径

二
寸
位
）

を
三
個
盛も

つ
た
の
が
一
皿さ

ら
一
人
前ま

へ
で
、
孔あ

な
せ
ん

方
銭
十
文
今
の

一
銭
だ
つ
た
よ
、
こ
れ
を
関く

わ
ん
と
う
も
の

東
者
は
大た

い
が
い概

一
人
で
尠す

く
ない

の
が
七
皿
か
ら
八
皿
、
多
い
の
は
十
七
八
皿
も
喰く

つ
た
も

ん
さ
、
美み

の濃
尾を

は
り張
の
旅
人
と
来
る
と
恰ま

る

で
駄だ

め目
で
十

文
の
分
を
一
皿
喰
て
、
も
の
ゝ
一
時じ

か
ん間
も
休
ん
で
行

く
。
ま
あ
気き

ふ
う風
が
違ち

が
ふ
だ
ね
、
ハ
ア
酒
も
売
り
ま
し
た

一
銚ち

や
う
し子

二
合
き
つ
し
り
で
百
二
十
文
、
飯
は
四
文
盛
だ

ね
、
当
時
蛤は

ま
ぐ
り
ぢ
や
や

茶
屋
で
名
高
か
つ
た
の
は
私
が
家
は
別
と

し
て
、
酒さ

け
く
れ呉

、
四よ

か
い
ち
や

日
市
屋
、
吾あ

づ
ま
や

妻
屋
な
ど
總す

べ
て
合
せ
れ

ば
十
四
五
軒
も
あ
り
ま
し
た
か
い
、
最も

つ
とも

料れ
う
り理

つ
て
言

た
と
こ
ろ
で
焼

や
き
は
ま
ぐ
り
蛤
の
一
点て

ん
ば
り張
で
、
今
の
や
う
に
、
い
や

蛤は
ま
ぐ
り
じ
る
汁
だ
、
す
き
焼や

き

だ
な
ん
て
ご
た
ご
た
し
た
も
の
は

何
一
つ
も
な
い
か
ら
、
名
高
い
家
も
名
高
く
な
い
家

も
別
に
変
つ
た
事
は
な
い
が
ね
、
然
し
此
蛤は

ま
ぐ
りつ
て
奴や

つ

が
鰻う

な
ぎと
同ど

う
や
う様
で
豪え

ら
く
焼や

き
ま
へ前
を
好
む
も
ん
で
、
も
し
素し

ろ
う
と人

が
下へ

た
手
に
で
も
焼や

か
う
も
ん
な
ら
直す

ぐ
と
パ
ツ
ク
リ
口

を
開あ

け
る
、
汐し

ほ
を
吹ふ

く
灰は

ひ
が
這は

い入
る
、
吹ふ

い
た
汐し

ほ
み
づ水

で

火
が
消き

え
る
か
ら
貝
が
生な

ま
や
け焼

に
な
る
、
兎と

て
も
ぢ
や
な
い

が
喰く

へ
た
も
ん
で
無
い
、
そ
れ
を
甘う

ま
く
焼や

く
焼や

か
ぬ
が

ま
あ
当
時
名
高
い
家
と
か
名
高
く
な
い
家
と
か
別
れ
た

も
ん
だ
ね
え
、
そ
ん
な
ら
そ
の
焼や

き
ま
へ前

に
何（

ど
）う

い
ふ
秘ひ

で
ん伝

が
あ
る
か
つ
て
言
ふ
と
別
に
お
話は

な
し
す
る
程ほ

ど
の
事
も
な

い
さ
、
唯た

だ
ね
心こ

ゝ
ろ
え得

て
置
か
な
い
と
な
ら
ぬ
事
は
火
に
か

け
る
と
真ま

つ
さ
き先

に
貝か

ひ
の
目
を
焼や

き
き切

る
事
だ
よ
、
貝か

ひ
の
目め

つ

て
言
ふ
の
は
、
そ
ら
蛤

は
ま
ぐ
りの
番つ

が
ひ
目
の
処
に
ぎ
ざ
〳
〵
と

入い
り
や
ま
が
た

山
形
の
や
う
に
鋸

の
こ
ぎ
りの
刻き

ざ
み
め目
の
や
う
な
も
の
が
着
い
て

居
ま
せ
う
、
あ
れ
を
俗
に
貝
の
目
つ
て
言
ま
す
、
此
目

を
下
に
し
て
火
の
方
へ
向
け
、
円ま

る
く
ぐ
る
り
と
焼や

き
だ
い台—

こ
れ
を
『
さ
な
』
つ
て
言
ま
す—

へ
並な

ら

べ
、
中ま

ん
な
か央

へ

松ま
つ
が
さ笠

を
山
の
や
う
に
積つ

ん
で
一
時
に
渋し

ぶ
う
ち
は

団
扇
で
煽あ

ほ
り
立
る

と
、
松ま

つ
が
さ笠

が
全ま

る
で部

火
に
な
つ
て
貝か

ひ

の
目
が
焼や

け

て
了し

ま

ふ
、

こ
の
目
さ
へ
焼や

き
き切

る
と
蛤

は
ま
ぐ
りが

口
を
開あ

か
な
い
、
そ
れ
汐し

ほ

も
吹ふ

き
だ出

さ
ね
ば
灰は

ひ
も
這は

い入
ら
ず
に
甘
く
蒸む

し
や
き焼

に
焼や

け
る
の

だ
け
れ
ど
、
新し

ん
ま
い米
な
奴や

つ
と
か
素し

ら
う
と人
だ
と
貝か

ひ
を
横よ

こ
に
火
の

上
に
並
べ
る
か
ら
、
直す

ぐ

に
口
を
開あ

い
て
焼や

け
損そ

こ

ね
る
、

ま
あ
一
辺ぺ

ん
や
つ
て
御ご

ら
ん覧
、
最も

つ
とも
こ
れ
は
松ま

つ
が
さ笠
で
な
い
と

甘う
ま

く
目め

が
焼や

け
ま
せ
ん
、
普ふ

つ
う通

の
炭す

み
で
は
急き

ふ
に
火
に
な
ら

ん
か
ら
ね
、
然
し
…
さ
う
だ
ね
素し

ら
う
と人
が
焼や

く
ん
な
ら

矢や
は
り張

先さ
き

に
目
を
包ほ

う
ち
や
う丁で

切き
つ

て
置お

く
と
可よ

い矣
、
左
様
す
れ

ば
口
を
開あ

く
気き

づ
か
ひ遣

は
な
い
か
ら
」

老ら
う
じ
ん人
の
話
は
更さ

ら
に
一
転て

ん
ほ歩
す
る
。

　
「
此
処
の
焼

や
き
は
ま
ぐ
り
蛤
も
ね
昔
だ
っ
て
年ね

ん

が
年ね

ん
ぢ
う中
売う

つ

て
居
た

訳
で
は
な
い
よ
、
ま
あ
通つ

う
れ
い例
お
正

し
や
う
ぐ
わ
つ
月
の
前ま

へ
、
師し

は
す走
の

中な
か
ば旬
か
ら
そ
ろ
〳
〵
売う

り
だ出
し
て
四
月
末す

ゑ
ま
で迄
位
と
定き

ま
つ
て

居
た
も
ん
さ
ね
、
五
、六
、七
、八
、九
、十
此
時
分
は
売う

り

た
く
つ
て
も
肝か

ん
じ
ん腎

の
蛤

は
ま
ぐ
りが

直
ぐ
に
腐く

さ
つ
て
商し

や
う
ば
い売に

な
ら

な
い
の
だ
よ
。
け
れ
ど
も
何
し
ろ
其
時
分
は
一
日
に

二
百
艘そ

う
ば
か
り
の
漁ぎ

よ
せ
ん船

が
、
毎ま

い
に
ち日

沖お
き

へ
出
て
平へ

い
き
ん均

四
百

位ぐ
ら
ゐ

宛づ
つ

取
て
来
る
蛤

は
ま
ぐ
りを
、
大た

い
て
い抵
一
日
で
売う

り
つ
く尽
し
た
も
ん

だ
か
ら
大
し
た
勢

い
き
ほ
ひだ
つ
た
ね
え
、
お
大だ

い
み
や
う名
の
お
中な

か
だ
ち立

小こ
や
す休

み
の
中ち

う
は
ん飯

で
も
あ
れ
ば
騒さ

わ
ぎ
だ
さ
。
そ
う
れ
町
中

の
蛤

は
ま
ぐ
りを

集
め
て
御ご

ざ座
ら
つ
し
や
れ
つ
て
ね
え
。
何ど

う
し

て
も
昔
の
人に

ん
げ
ん間

は
も
の
を
余よ

け
い計

に
喰く

つ
た
と
思
ひ
ま
す
だ

よ
」（
以
下
略
、
句
点
追
加
と
括
弧
付
ル
ビ
は
筆
者
）

　
著
者
の
横
山
健
堂
（
一
八
七
二
〜
一
九
四
三
）
は
明
治
末

か
ら
戦
前
に
か
け
て
活
躍
し
た
評
論
家
で
す
。
焼
蛤
に
つ
い

て
こ
れ
ほ
ど
活
き
活
き
と
し
た
資
料
は
他
に
な
く
、
よ
く
ぞ

書
き
残
し
て
く
れ
た
と
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
老
人
の
口
か
ら
は
焼
蛤
の
値
段
や
焼
き
方
の
コ
ツ
、
商
売

の
時
期
や
蛤
の
獲
れ
高
、
大
名
行
列
で
の
対
応
な
ど
が
語
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
資
料
で
は
焼
蛤
を
商
っ

て
い
た
明
確
な
季
節
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
二
月

か
ら
四
月
の
間
に
商
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
が
明
ら
か
に
な

り
、
前
述
の
旅
日
記
の
記
録
が
こ
の
季
節
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
の
理
由
も
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。『
改
元
紀
行
』
で
、

大
田
南
畝
が
「
初
冬
の
頃
の
味
こ
と
に
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
時

雨
蛤
と
い
う
。」
と
書
き
加
え
た
の
は
、
こ
の
辺
の
事
情
を

知
っ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
番
目
を
焼
き
切
る
事
で
、
貝
が
閉
じ
た
ま
ま
身
が
程
よ
く

焼
か
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
火
力
を
得
る
た
め
に
は
炭
火

で
は
な
く
松
毬
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
名

物
に
隠
さ
れ
た
秘
伝
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
文
中
に
酒さ

け
く
れ呉
と
書
か
れ
た
店
は
酒
五
（
酒
屋
五
郎

兵
衛
＝
広
瀬
五
郎
兵
衛
家
）
の
間
違
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
富

田
で
焼
蛤
を
商
っ
た
店
で
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
他
に

尾
張
屋
、
中
島
屋
が
あ
り
ま
し
た35
。
こ
の
本
が
出
た
明
治

末
年
頃
は
四
日
市
屋
一
軒
の
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
刊
行
の
『
三
重
県
名
所
図
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附
御
蔭
参
宮
案
内
』
に
も
富
田
の
名
物
と
し
て
焼
蛤

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
桑
名
町
は
名
産
と
し
て
時
雨
蛤
を
載

せ
ま
す
が
、
焼
蛤
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
向
に

つ
い
て
は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
二
十
三
年
は
、
前
年

に
官
営
鉄
道
の
東
海
道
本
線
が
全
通
し
、
さ
ら
に
来
る
十
二

月
に
関
西
本
線
の
前
身
と
な
る
関
西
鉄
道
の
柘
植
四
日
市
間

が
開
業
し
、草
津
と
四
日
市
が
結
ば
れ
る
年
で
す
。
そ
し
て
、

江
戸
時
代
最
後
の
御
蔭
参
が
あ
っ
た
文
政
十
三（
一
八
三
〇
）

年
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
十
年
目
の
、
い
わ
ゆ
る
御
蔭
年
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
出
版
さ
れ
た
の
で
す
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
、『
三
重
県
三
重
郡
誌36
』
に
は

富
田
の
焼
き
蛤
は
其
の
声
価
夙
に
人
口
に
膾
炙
し
他
の

地
方
の
産
に
較
ぶ
れ
ば
肉
大
に
且
柔
に
し
て
風
味
の
佳

良
な
る
に
よ
り
需
用
者
年
一
年
に
増
加
し
随
ひ
て
採
集

頻
繁
を
加
へ
殆
ど
其
種
を
絶
た
ん
と
す
る
の
虞
あ
る
に

際
し
水
産
業
に
従
事
す
る
者
相
謀
り
大
正
三
年
よ
り
養

殖
の
道
を
講
せ
り

と
あ
り
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
に
一
万
五
千
五
百

貫
（
五
十
六・
二
五
ｔ
）
だ
っ
た
収
穫
量
が
、
同
二
年
に
は

二
万
一
千
七
百
四
十
五
貫
（
七
十
八・七
五
ｔ
）、
同
三
年
に

は
三
万
六
千
三
百
貫
（
百
三
十
六・
一
二
五
ｔ
）
と
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
載
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
獲
れ
た
蛤
の
五
割

は
地
元
で
の
食
用
、
あ
と
の
五
割
は
桑
名
へ
時
雨
蛤
用
に
移

出
し
て
い
る
こ
と
も
記
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
の
伊
勢
湾
が
描
か
れ
た
海
図

（
図
13
）
に
記
さ
れ
る
水
深
は
、
朝
明
郡
沿
岸
部
で
は
一
か

ら
二
の
数
字
が
点
在
し
ま
す
。
単
位
は
間け

ん
か
尋ひ

ろ
で
す
が
、
共

に
約
一・
八
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
水
深
は
三
メ
ー
ト
ル
前
後

の
遠
浅
の
海
岸
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
蛤
の
生
育

に
適
し
た
海
水
と
真
水
が
混
じ
り
合
う
汽
水
域
と
、
水
深
が

三
メ
ー
ト
ル
前
後
と
い
う
環
境
か
ら
、
蛤
の
産
地
と
し
て
も

適
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
し
か
し
、昭
和
三
十
六
年
発
行
の
『
四
日
市
市
史37
』
に
は
、

富
田
及
び
富
洲
原
漁
協
の
昭
和
二
十
九
年
の
蛤
の
漁
獲
高
が

四
万
六
千
七
百
貫
（
百
七
十
五・
一
二
五
ｔ
）
と
記
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
昭
和
三
十
年
に
発
生
し
た
赤
潮
の
影
響
や
、

近
年
の
工
場
進
出
に
伴
う
廃
液
の
影
響
で
富
田
漁
協
（
同
年

漁
獲
高
一
万
五
千
貫
〈
五
十
六・二
五
ｔ
〉）
は
事
業
を
中
止

す
る
に
至
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
以
降
の
四
日

市
港
の
拡
大
は
、
蛤
の
生
育
条
件
に
合
っ
た
遠
浅
の
海
底
を

浚
渫
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え

に
蛤
の
産
地
と
し
て
の
優
位
性
を
失
っ
た
の
で
す
。

お
わ
り
に

　
富
田
・
小
向
の
名
物
焼
蛤
は
ど
う
焼
か
れ
て
い
た
の
か
と

い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
始
ま
っ
た
考
察
は
、
焼
蛤
が
名
物
と

な
る
過
程
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
調
査
の
過
程
で
得
た
、
大
英
博
物
館
に
残
さ
れ
た

広
重
の
画
帳
に
描
か
れ
た
焼
蛤
の
光
景
は
、
こ
の
考
察
で
得

ら
れ
た
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
焼
蛤
と
共
に
何
度
か
登
場
し

た
時
雨
蛤
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
醤
油
で
煮
付
け
た
む
き
身

で
あ
る
と
同
時
に
、
焼
蛤
の
雅
称
で
も
あ
る
と
言
え
そ
う
で

す
が
、
資
料
が
乏
し
い
た
め
今
後
の
課
題
と
し
ま
す
。

　
富
田
・
小
向
で
商
わ
れ
た
焼
蛤
は
、
他
の
地
域
に
は
無
い

名
物
と
し
て
広
く
知
れ
渡
り
ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
や
自
然

環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、
名
物
と
し
て
現
代
に
継
承
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
の
東
海
道
の
名
物
の
多
く

も
ま
た
、
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
る
の
は
稀
で
、
近
代
以
降
、

街
道
か
ら
外
れ
て
作
ら
れ
た
国
道
沿
い
に
店
を
移
し
た
り
、

工
場
を
近
代
化
し
て
生
産
性
を
高
め
た
り
、
安
定
的
な
原
料

の
入
手
に
手
を
尽
く
し
た
り
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
名
物
は
、
そ

れ
ら
を
取
り
巻
く
社
会
の
変
化
に
も
対
応
す
る
だ
け
の
判
断

力
や
経
営
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
最
近
、
文
化
財
や
歴
史
的
資
源
の
保
存
と
活
用
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
を
形
だ
け
保
存
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
存
在
し
て
い
た
自
然
環
境
や
依
拠

し
て
い
た
社
会
、
大
き
く
捉
え
れ
ば
「
風
土
」
そ
の
も
の
を

十
分
に
分
析
し
、
そ
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、

保
存
と
活
用
の
方
策
を
考
え
る
上
で
は
望
ま
し
い
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
考
察
が
東
海
道
の
歴
史
や
文
化
、
さ
ら
に
は
歴
史
的
資

源
の
保
存
と
活
用
を
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

（
ひ
ろ
せ　
た
け
し　
学
芸
員
、
副
館
長
）

図 13 『勢志尾參沿海 日本南岸』（1881）
国立国会図書館デジタルコレクション 
https://dl.ndl.go.jp/pid/11629136
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註1　
村
名
は
東
富
田
村
だ
が
、
立
場
と
し
て
は
富
田
だ
け
で

も
通
じ
る
。
本
稿
で
は
資
料
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
と
し
、

厳
密
な
区
分
は
し
な
い
。

2　
街
道
筋
に
設
け
ら
れ
た
伝
馬
人
足
の
休
憩
施
設
と
な
る

茶
店
。
伝
馬
人
足
は
公
務
で
人
や
物
を
運
ぶ
た
め
、
休
憩
す

る
場
所
も
指
定
さ
れ
て
い
た
。
一
般
の
旅
人
も
、
こ
の
茶
店

を
使
え
た
た
め
、
立
場
は
旅
人
の
休
息
場
所
と
な
っ
た
。
東

海
道
の
場
合
、
宿
場
と
宿
場
の
間
は
平
均
二
里
強
で
、
そ
の

間
に
三
〜
五
箇
所
程
度
設
け
ら
れ
た
。
宿
場
と
宿
場
の
中
間

に
位
置
す
る
立
場
は
最
も
利
用
が
多
く
、
間
の
宿
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
賑
わ
っ
た
。

3　
朝
明
郡
は
明
治
二
十
九
年
四
月
一
日
に
三
重
郡
と
合
併

し
た
。

4　
桑
名
藩4

と
い
う
名
称
は
、
版
籍
奉
還
後
の
明
治
二
年
六

月
頃
か
ら
正
式

44



に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
江
戸

時
代
は
幕
末
期
を
除
い
て
桑
名
領4

と
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ

た
。
本
稿
で
は
現
在
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
藩
の
表
記

を
用
い
る
。
因
み
に
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
は
、
版
籍
奉

還
後
に
で
き
た
藩
を
廃
止
し
、
県
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

5　
茶
屋
と
も
い
う
が
、
将
軍
の
休
宿
所
の
意
味
の
あ
る
御

茶
屋
と
区
別
す
る
た
め
、
考
察
の
中
で
は
「
茶
店
」
を
用
い

る
。
た
だ
し
史
料
引
用
の
際
は
、
史
料
表
記
に
従
う
。

6　
遠
近
道
印
著
、
菱
川
師
宣
画
の
街
道
絵
図
で
、
実
際
の

一
町
（
約
百
九
メ
ー
ト
ル
）
を
絵
図
上
の
三
分
（
約
九
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
縮
尺
（
約
一
万
二
千
分
の
一
）
を
用
い

て
描
く
。
本
来
、分
間
と
は
絵
図
上
の
一
分4（
約
三
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
）
を
実
際
の
一
間4

（
約
一・
八
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
縮

尺
率
（
六
百
分
の
一
）
だ
が
、
後
に
縮
尺
を
用
い
て
描
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

7　
小
茶
屋
の
読
み
方
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
こ
ち
ゃ

や
」
と
す
る
の
が
良
い
と
思
う
。「
お
ち
ゃ
や
」
と
も
読
む

こ
と
は
で
き
る
が
、
一
般
的
に
は
将
軍
の
休
泊
施
設
の
御
茶

屋
と
混
同
す
る
た
め
考
え
に
く
い
。
な
お
三
代
将
軍
家
光
以

降
の
将
軍
の
上
洛
は
幕
末
ま
で
行
わ
れ
ず
、
元
禄
期
を
境
に

御
茶
屋
は
廃
止
さ
れ
て
い
く
。

8　
元
禄
三
年
版
は
五
巻
（
冊
）
仕
立
て
だ
っ
た
が
、
宝
暦

二
年
版
は
縮
小
の
上
、
一
冊
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。

9　
浅
井
了
意
の
著
し
た
仮
名
草
子
。
諸
国
遍
歴
の
俄
道
心

楽
阿
弥
が
、
大
坂
の
商
家
の
手
代
の
若
者
と
江
戸
か
ら
京
都

ま
で
狂
歌
を
詠
み
な
が
ら
旅
す
る
物
語
。
後
の
『
東
海
道
中

膝
栗
毛
』
と
同
様
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
当

時
の
東
海
道
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

10　
『
諸
国
安
見
廻
文
之
記
』
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2541912/1

11　
江
戸
時
代
の
歌
人
、井
上
通
の
日
記
。『
井
上
通
女
全
集
』

一
〇
七
頁
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
〇
七

12　
井
原
西
鶴
の
著
し
た
日
本
地
誌
。
巻
三
、十
二
丁
ウ
所

収
、
雁
金
屋
庄
兵
衛
版
、
一
六
八
九
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

https://dl.ndl.go.jp/pid/2541132/1/56

13　

長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
き
医
師
の
ケ
ン
ペ
ル
の
日

記
。
当
該
日
は
和
暦
（
太
陰
太
陽
暦
）
で
は
二
月
六
日
に

当
た
る
。『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』（
東
洋
文
庫
三
〇
三
）

一
四
二
頁
所
収
（
斎
藤
信
訳
、
平
凡
社
、
一
九
七
七
）。
翌

年
の
二
度
目
の
江
戸
参
府
に
お
い
て
は
、
四
日
市
の
清
水
本

陣
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
四
日
市
市
立
博
物
館
所
蔵
の
宿
泊
録

（
清
水
本
陣
文
書
二
一
二
）
か
ら
も
わ
か
る
。

14　
人
見
必
大
が
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
完
成
さ
せ
た

食
物
に
つ
い
て
ま
と
め
た
辞
典
。
刊
行
は
同
十
年
。

15　
尾
張
国
泥
江
県
神
社
（
広
井
八
幡
宮
と
も
）
の
神
官
源

重
具
の
記
し
た
も
の
だ
が
、
巻
末
に
尾
張
藩
士
天
野
某
（
信

阿
弥
陀
仏
）
が
著
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
す
。
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン30/86

コ
マ https://

dl.ndl.go.jp/pid/2540084/1/30

16　
津
藩
伊
賀
城
代
の
藤
堂
元
甫
に
よ
っ
て
伊
勢
国
、
志
摩

国
が
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
に
完
成
、
元
甫
の
死
後
、

そ
の
嗣
子
元
福
に
よ
っ
て
宝
暦
十
三
年
に
伊
賀
国
が
完
成
し

た
。
正
本
は
藩
主
に
献
上
さ
れ
、
副
本
が
元
甫
の
家
に
残
さ

れ
た
と
い
う
。
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
刊
行
。

17　
ミ
ラ
ウ
オ
は
シ
ラ
ウ
オ
の
誤
り
。白
魚
の
目
刺
は
桑
名
、

長
島
、
刈
谷
の
各
藩
主
か
ら
将
軍
へ
の
時と

き
け
ん
じ
ょ
う

献
上
の
品
の
一
つ

と
し
て
『
寛
政
武
鑑
』（
一
七
八
九
）
に
載
る
。
乾
麺
條
魚

に
つ
い
て
は
四
日
市
市
立
博
物
館
学
芸
員
の
森
拓
也
氏
及
び

神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
主
任
学
芸
員
の
瀬
能

宏
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

18　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
。
中
国
古
代
の
地
理
書
で
、

鬼
神
や
妖
怪
の
類
も
載
せ
る『
山

せ
ん
が
い
き
ょ
う（
さ
ん
か
い
き
ょ
う
）

海

経
』を
も
じ
っ

て
書
名
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
各
地
の
山
、海
、

郷
の
料
理
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、魚
類
、

鳥
類
、
青
物
等
の
料
理
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
料
理
書
に
出

て
い
な
い
料
理
の
調
理
法
を
平
仮
名
で
載
せ
た
と
、
文
政
二

年
版
の
巻
末
に
他
の
料
理
本
と
共
に
宣
伝
し
て
い
る
。

19　
『
改
元
紀
行
』
大
田
南
畝
の
日
記
。『
蜀
山
人
全
集
』
巻

一
、三
〇
頁
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
〇
七

20　
『
影
印
校
注
久
波
奈
名
所
図
会
』
久
波
奈
古
典
籍
刊

行
会
編 

上
巻
一
〇
四
頁
、
一
八
八
頁
所
収
。
光
書
房
、

一
九
七
七

21　

時
雨
蛤
の
別
称
と
し
て
の
紅
葉
蛤
と
は
別
に
、
宝
暦

十
四
（
一
七
六
四
）
年
刊
行
『
料
理
珍
味
集
』
巻
之
二
に
紅

葉
蛤
の
調
理
法
が
載
る
。
そ
れ
に
は
小
蛤
の
む
き
身
を
醤
油
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で
煮
染
め
、
鰹
節
粉
と
麻
の
実
を
ま
ぶ
す
と
あ
る
。
醤
油
で

煮
る
こ
と
で
色
付
く
こ
と
を
紅
葉
と
呼
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

22　
十
返
舎
一
九
の
代
表
作
。

23　
旗
本
土
屋
廉
直
の
妻
三
枝
斐
子
が
著
し
た
旅
日
記
。
堺

奉
行
と
な
っ
た
夫
と
共
に
大
坂
へ
向
か
う
旅
を
記
す
。
命
毛

と
は
筆
の
穂
の
芯
に
な
る
一
番
長
い
毛
を
い
う
。『
紀
行
文

集
続
々
』
続
帝
国
文
庫
第
三
七
編
、
七
五
一
頁
所
収
。

24　
葛
飾
北
斎
が
描
く
『
絵
本
駅
路
之
鈴
』
の
序
文
は
、
各

地
の
宿
場
名
（
二
十
二
箇
所
）
や
名
所
名
物
を
織
り
込
ん
だ

文
章
に
な
っ
て
い
る
。

25　
大
坂
の
商
人
升
屋
平
右
衛
門
の
旅
日
記
。『
日
本
都
市

生
活
史
料
集
成 

八 

宿
場
町
篇
』
七
二
一
頁
所
収
、
学
習
研

究
社
、
一
九
七
七

26　
十
返
舎
一
九
作
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。https://

archive.w
ul.w

aseda.ac.jp/kosho/bunko06/
bunko06_01004/bunko06_01004_0002/
bunko06_01004_0002_p0025.jpg

27　
ヨ
ハ
ン・フ
レ
デ
リ
ク・フ
ァ
ン・オ
ー
フ
ェ
ル
メ
ー
ル・

フ
ィ
ッ
セ
ル
（
一
八
〇
〇
〜
四
八
）
の
著
書
。
フ
ィ
ッ
セ
ル

は
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
と
し
て
文
政
三
（
一
八
二
〇
）

年
か
ら
同
十
二
年
ま
で
滞
在
し
、
同
五
年
に
は
江
戸
参
府
に

随
行
し
た
。
こ
の
著
書
は
幕
末
期
に
箕
作
阮
甫
ら
に
よ
っ
て

翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

28　
三
代
目
中
村
仲
蔵（
一
八
〇
九
〜
八
六
）の
著
書
。『
日

本
演
劇
文
献
集
成
第
一 

三
代
目
中
村
仲
蔵
自
伝 

手
前
味

噌
』
一
八
五
頁
所
収
（
北
光
書
房
、
一
九
四
四
）

29　
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。『
豆
腐
百

珍
』（
天
明
二〈
一
七
八
二
〉年
刊
）で
は
料
理
の
格
を
尋
常
品
、

通
品
、
佳
品
、
奇
品
、
妙
品
、
絶
品
の
六
種
類
に
分
け
、
そ

れ
に
倣
っ
た
『
甘
薯
百
珍
』（
寛
政
元
〈
一
七
八
九
〉
年
刊
）

で
は
奇
品
、
尋
常
品
、
妙
品
、
絶
品
の
四
種
類
と
す
る
。
仲

蔵
の
記
し
た
絶
品
は
、
最
上
級
の
賞
賛
と
考
え
ら
れ
る
。

30　

天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
改
正
版
、
江
戸
馬
喰
町
の

山
口
屋
藤
兵
衛
刊
行
。
初
版
は
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
。

東
京
学
芸
大
学
所
蔵 https://kotenseki.nijl.ac.jp/

biblio/100408283/view
er/11

31　

八
文
字
屋
本
の
浮
世
草
子
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵 

https://dl.ndl.go.jp/pid/2533758/1/2

。
藤
原
英

城
氏
は
「
月
尋
堂
の
研
究
」
で
、
名
古
屋
の
朝
日
文
左
衛
門

の
日
記
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
の
記
録
や
作
者
と
み
ら
れ
る
月
尋

堂
の
他
の
著
作
か
ら
宝
永
七
年
十
月
頃
の
成
立
と
さ
れ
た
。

筆
者
も
同
意
し
た
い
。

32　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/2550951/11

33　
語
呂
の
良
い
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
て
、
慣
用
句
や
駄
洒

落
と
す
る
言
葉
遊
び
の
一
種
。「
そ
の
手
は
食
わ
な
い
」
の

言
い
換
え
。

34　
芝
晋
交
（
生
没
年
未
詳
）
作
、
勝
川
春
好
（
一
七
四
三

〜
一
八
一
二
）
画
。

35　
『
増
補 
富
田
を
さ
ぐ
る
』
八
三
〜
八
六
頁
所
収
。
生
川

益
也
（
私
家
版
）、
一
九
八
五

36　
『
三
重
県
三
重
郡
誌
』
四
〇
五
頁
所
収
。
名
著
出
版
、

一
九
七
三

37　
『
四
日
市
市
史
』
六
〇
六
〜
六
〇
七
頁
。
四
日
市
市
、

一
九
六
一

参
考
文
献

『
江
戸
語
の
辞
典
』
前
田
勇
編
、
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
七
九

『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
小
学
館
、
二
〇
〇
三

『
桑
名
市
史 

補
遺
』
桑
名
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
〇

『
名
物
や
き
は
ま
ぐ
り
〜
街
道
の
文
化
〜
』
朝
日
町
歴
史
博

物
館
、
二
〇
一
五

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
（
一
）』（
三
重
県
郷
土
資
料
叢
書
第

二
十
五
集
）
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五

『
大
日
本
地
誌
体
系
三
十
二 

三
国
地
志
第
一
巻
』
雄
山
閣
、

一
九
七
〇

『
方
言
修
行
金
草
鞋 

東
海
道
二
編
』
江
戸
戯
作
文
庫
、
河
出

書
房
新
社
、
一
九
八
四

『
東
海
道
分
間
延
絵
図
』
第
十
七
巻
、
東
京
美
術
、

一
九
八
三

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

国
立
国
会
図
書
館 

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

国
立
公
文
書
館 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー

早
稲
田
大
学
図
書
館 

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

慶
応
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

A
R
C
古
典

籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

東
京
大
学 

学
術
資
産
等
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
共
有
サ
ー
バ

東
京
学
芸
大
学 

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
ア
ー
カ
イ
ブ

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館 

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

大
英
博
物
館 The British M

useum
 C

ollection 

メ
ト
リ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館 The M

etropolitan 
M

useum
 of A

rt C
ollection

ボ
ス
ト
ン
美
術
館 M

useum
 of Fine A

rts,Boston


